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　　あなた、だれ？








　その夜よる、森は、みょうに静しずまりかえっていました。このあたりで一いち番ばん高たかい木のてっぺんで、ふしぎなことに、ひとりの男の子がすやすやねむっています。夢ゆめの中で、黒くろい小こ鳥とりの赤ちゃんが、男の子に話はなしかけてきました。

（楽たのしいな……あれ？）

　すると、木がゆれます。夢ゆめの続つづきかと思おもったところで、ぐらり、とまた大きくゆれました。ぐらり、ぐらり。ゆれはどんどん大きくなり、木はミシミシ音を立ててたおれはじめます。

「ひえええええええ。」

　木の幹みきが折おれる大きな音がして、あっという間まに、木はズドンとたおれました。ドスン、ドスンと、なにかが遠とおざかる音。男の子は地じ面めんにぶつかる直ちょく前ぜんにかろうじて飛とびあがり、となりの木の枝えだに引ひっかかりました。宙ちゅうぶらりん。だれかに見られたらカッコ悪わるいかもしれませんが、鳥とりが飛とぶように思おもいっきり手足をジタバタします。

　その時とき、下から声こえがしました。

「あなた、だれ？」

　そこには、いったいどこから来きたのか、小さい女の子がいたのです。

　ガーン。み、見られた。

「きみこそ、だれ？」

「あなたから教おしえてよね。わたしが先にきいたんだもの。」

　小さい、やせた女の子が言いいかえします。

















「あなた、名な前まえはなんて言いうの。」

「いやだ。」

「いやだ？　いやってどういうこと。」

「ぼく、名な前まえは言いいたくないんだ。」

「なんで？」

　すごく変かわっている名な前まえだからメンドクサイんだよね、と言いおうとしたとき、引ひっかかっていた枝えだがボキッと折おれました。

「ひえええ。」

　男の子は女の子の真ま上うえに落おっこちます。

「いたいっ……なんなの!?」

　女の子は、男の子の下からはいでると、すっくと立ちあがりました。両りょう手てを腰こしにあててぷんぷんおこり、耳までうっすら赤くなっています。その耳は、なぜか先がピンと、とがっていました。女の子は指ゆびをつきつけます。

「だいたいね、あなた、わたしのうち、こわしたでしょ!?」

　さっきたおれた木の根ね元もとは家いえになっていて、木がたおれたせいで、ぺしゃんこになってしまったのです。

「ぼくがやったんじゃないけど。」

　女の子はため息いきをつきました。

「しかも、あなた、鳥とりの羽は根ねだらけじゃない。いったい何なに者もの？」

「木のてっぺんで暮くらしていると、そうなるんだよ。」

　木のてっぺんでは、いろいろなものが、くっついてきます。鳥とりの羽は根ね、松まつぼっくり、葉はっぱ。小さい虫まで。

「木の上で暮くらしているなんて、あなた、人っていうより真まっ黒くろな鳥とりみたい。そうだ、レーブンって呼よんじゃおうかな。」

　女の子は、からかうように笑わらいました。「レーブン」とは、カラスに似にている黒くろくて大きい鳥とりです。

　レーブンか、と男の子は思おもいました。ま、いいか、それでも。

「あら、なにかへんな音がしない？」

　ギシギシときしむような音がします。

「こっちの木が、たおれてくるぞ！」

「レーブン、にげて！　走はしって！」

　ふたりは走はしりましたが、枝えだが頭あたまのすぐ上までせまってきて……ゴン！

　そうして、気を失うしなってしまいました。

　でも運うんのいいことに、地ち下かのアナグマの巣す穴あながくずれ、その中へストンと落おちたため、ぺちゃんこにならずにすみました。



　ようやくふたりが目を覚さましたら、もう朝あさでした。

　日の光ひかりが太ふとい木の枝えだの間あいだから、アナグマの巣すの中へ差さしこんでいます。

　レーブンは、まばたきしました。となりを見ると、ほっそりした女の子がいて、髪かみの毛けについた葉はっぱを取とっています。

「きみ、どうして耳がとがっているの。」

　レーブンはききました。

「あなたも鼻はながとがってるでしょ。それと同おなじだと思おもうな。」

　同おなじかなあ、とレーブンは考かんがえました。

「ところで、きみこそ、名な前まえはなんて言いうの。」

とレーブンはたずねます。

「うーん、言いいたくない。」

「どうして？」

　女の子は立ちあがろうとして、頭あたまを木にぶつけました。ゴン！

「イタッ！　だって、あなたも言いわないし、それにさ、すごくかわった名な前まえだから、説せつ明めいするのも、めんどうくさいんだもの。」

「ほんと？」

　レーブンは考かんがえました。

　ぼくのほかにも、名な前まえでメンドウになってるひとがいるのか。






「じつは、ぼくもなんだ。きみの名な前まえの最さい初しょは、なにではじまるの？」

「なんで？」

「当あてるから。」

「『エ』よ。でも当あたらないと思おもうな。」

「エルフ。」

「ち、ちがうわ。エルフって妖よう精せいのことでしょ。そんなわけないじゃない。」

「そうかなあ。だって、きみ、妖よう精せいみたいだよ。ははは。これからエルフってよぼう。」

「ちがうってば！」

「妖よう精せいだよ、絶ぜっ対たい。髪かみはさらさらで金きん色いろに光ひかってるし、耳がとがってるし、細ほそいし……チビ。」

　この言こと葉ばはエルフをおこらせてしまったようです。エルフは、レーブンの足をふみつけます。

「チビじゃない！」

と大おお声ごえでどなりましたが、もともと体からだも声こえも小さいのでした。

「うんうん、ちょっと背せが低ひくいだけだね。わかったよ、エルフ。」

「もう、えらそうに。頭あたまに羽は根ねなんかつけてるくせしてさ、レーブン。」

「エルフ。」

「レーブン。」

　この言いいあいがえんえん続つづきました。

「それにしてもわたしたち、どのくらい、ここにいたのかなあ。気を失うしなっていたみたい。木がたおれてきたのは、覚おぼえてるけど。目の前まえで星ほしがチカチカしちゃった。さあ、出ましょ。でも、どうやって出ればいいの？　この穴あな。」

「そうだね。よし、アナグマくんを呼よんでほりだしてもらおう。」

　エルフは、目を丸まるくしました。

「え、どういうこと？」

「アナグマくんを呼よぶんだ。」

「うそでしょっ？　呼よんだって来くるわけが……って、あなた動どう物ぶつと話はなせるの？　ま、まさか、そんなこと、あるわけが……。」

「話はなせるよ。話はなすというか、でも、ちゃんと通つうじるんだよ。この辺へんにいないかなあ、ほりだしてもらうんだけどな。おおい、アナグマくーん。」

　エルフは、レーブンのようすを、ぽかんと口をあけて見ていました。

　すると、白と黒くろの縦たてじまになった鼻はな先さきがぬっと土から出てきて、アナグマが姿すがたをあらわしました。






　アナグマは、あっという間まに穴あなを広ひろげてくれたので、ふたりがはって出られる大きさになりました。

　レーブンは、アナグマの頭あたまをなでて言いいました。

「よしよし、助たすかったよアナグマくん。」

　エルフは目を丸まるくします。

「あなたってふしぎね、レーブン。」













　　魔ま法ほうの弓ゆみが、見つかった








　ふたりが穴あなから外そとへ出ると、あたり一いち面めんの木がたおれていました。

　エルフは、かけだしました。

「こら、待まちなよ。どこへ行いくの。」

「ママとパパのところ！　うちは、家いえが別べつ々べつなの。ママとパパ。おばさんとおじさん。みんなの家いえ、平へい気きかしら。おばあちゃんと妹いもうとも。」

「じゃあ、ぼくも、いっしょに行いくけど。」

　エルフはなにも答こたえませんでしたが、ちょっとほっとしたように、歩ほ調ちょうがゆっくりになりました。レーブンも、となりを歩あるきます。

「それにしても、森でなにが起おこっているんだろう。」

「わからない……。レーブンは前まえからあの木の上にいたの？」

「一、二週しゅう間かんくらいかなあ。ぼく、木の上で暮くらしていてさ。森は危あぶないから、高たかいところのほうが安あん全ぜんなんだ。」

「えっ、あの木の上で暮くらしてたの。頭あたまの上なのに、全ぜん然ぜん気がつかなかった。」






「あまり下におりないしね。今いま言いったけど、森では……。」

「下にいると、危き険けん。あなたはそう思おもうかもしれないけど、わたしはちがう。」

「そりゃ、きみだったら、危き険けんじゃないかもしれないけど。」

　エルフはレーブンをじっと見ました。エルフの耳の先が、また赤くなってきます。

「わたしだったら……って、どういう意い味み？」

「うん、妖よう精せいは目に見えないっていうし、きみ、やっぱり妖よう……おっと！」

　エルフは、レーブンの足をふみつけました。

「ひえ、ごめん！　きみなら、かくれられるって言いいたかったんだ。自じ分ぶんをだれの目からも見えなくできるんじゃないの？」

「まあね」とエルフはさりげなく言いうと、うでをすっとのばしました。

「こっちよ」

「ん？　そのうでについてるの、なに？」

とレーブンがききました。よく見ようと目を細ほそめます。

　エルフはうでを手でかくしました。左うでの内うち側がわ、ひじと手て首くびのあいだに、何なにかがかかれているように見えます。

「あざじゃないかな。ときどきあらわれるの。べつにいいでしょ。」

「傷きずあとみたいに見えたんだ。矢やの形かたちだね。うん、完かん全ぜんに矢やの形かたちだ。妖よう精せいの魔ま法ほうのしるしみたい。やっぱり、きみ、妖よう精せいなんじゃないの。ほんとはさ。」






　エルフは、あざに目をやってつぶやきました。

「……魔ま法ほうのしるしかあ。魔ま法ほうなんて言こと葉ば、聞ききたくない。さ、行いきましょ。もうすぐだよ。」

　ふたりは森を歩あるきました。太たい陽ようはかがやき、小こ鳥とりたちは歌うたをうたっていました。

「ねえ、レーブン、あなたの本ほん当とうの名な前まえは、なにではじまるの？」

　レーブンは、黒くろっぽい眼めを細ほそめてエルフをじっと見ました。

「『レ』。でも、レーブンじゃないよ。」

「レゴラス。」

「ううん。」

「レ……レンコン。」

「それは、野や菜さい。」

「やだ！　見て。」

「それ、『レ』じゃないし。」とレーブンは言いって、口をつぐみました。

　ふたりの前まえには、たくさんの木が横よこだおしになっています。根ね元もとにある家いえがふたつ、ぺしゃんこになっているのが見えました。

「パパとママの……。ふたりになにかあったら、わたし、わたし……。」

　エルフのくちびるがふるえています。

　レーブンがエルフのうでに優やさしくふれました。

「ぼくが見てくるよ。ここで待まっていて。」

　レーブンは行いってから、すぐもどってきました。

「だれもいない。きっと、どこかにひなんしてるんだよ。もしかしたら、きみのことをさがしにいったのかも！　ところで、これ、見つけたよ。なんだろう。」

　レーブンは長ながい棒ぼうを出しました。とても美うつくしい棒ぼうです。弓ゆみなりに曲まがり、両りょう端はしがだんだん細ほそくなっています。






「ママの弓ゆみ！　わが家やに代だい々だい伝つたわってるの。それを置おいて、いなくなるわけがない。よっぽどあわてていたのね。」

「弓ゆみ？　言いっちゃわるいけど、これ弓ゆみじゃないよ。だって糸いとが張はってない。」

「これは魔ま法ほうの弓ゆみなの。弦つるがいらないのよ。」

「魔ま法ほうの弓ゆみ？　へえ、そりゃいいや！　やってみて。魔ま法ほう使つかってみせてよ。」

　エルフは、レーブンをにらみつけました。弓ゆみをレーブンからひったくり、肩かたからななめにかけます。

「今いま見せているひまはないでしょ！　ママたちがさがしているかもしれないから、一いち度どわたしのうちへ帰かえる！」

　エルフは心しん配ぱいでなりません。レーブンもかわいそうになってきました。

「そうだね。急いそごう。森で、すれちがったのかもしれない。」

　ふたりは急いそいで、もと来きた道みちをもどります。しばらくすると、つぶれたエルフの家いえが見えました。

「メモがあるわ！」

　エルフが声こえをあげるよりはやく、レーブンが、先にメモをとります。

「ここに書かかれているのが、きみの、本ほん当とうの名な前まえ？」

　そして、くすくす笑わらいます。

「声こえに出して言いったら、殺ころすわよ。」






　レーブンは、たじたじと後あとずさりしました。

　エルフは、レーブンをにらみつけると、優ゆう雅がにメモをとりかえします。

「みんなも家いえがこわれて、にげて、かくれてるんだって。でも、わたしがいるかどうか見に、またここに来くるって。」

「そっか。よかったね。でも『にげた』って、なにからにげたんだろう？」

「まあ、ここで待まってればいいよね。」

　エルフは明あかるく言いいました。

「ぼくも、つきあうよ。さて、待まってる間あいだ、どうしよう。」

「『レイブンクロー』？」

「また名な前まえ当あて？　ちがうし。」

「レインコート？」

「わはは！　もういいよ、レーブンで。」

「えー、当あてさせてよ。」

　ふたりは座すわって、待まつことにしました。ふたりが座すわっているのは地じ面めんが少すこしくぼんでできた、大きな穴あなの中でした。その穴あなは、なぜか巨きょ大だいな人の足の形かたちにそっくりでした。













　　地じひびきの理り由ゆう








「で、あなたのおうちの人はどこにいるの。」

　エルフがききました。まぶしかった日ひ差ざしはかたむいて、落おち葉ばのつもった森の地じ面めんを照てらしています。

「おうちの人なんていないよ。」

「じゃあ、ひとりで暮くらしているの？　木の上で？」

「まあね。」

「レーブンてば、本ほん当とうに鳥とりみたいね。」

　やがて暗くらくなってきましたが、エルフのパパもママも姿すがたを見せません。

　そのうちに、あたりはすっかり暗くらくなりました。真まっ暗くらです。空には月も、星ほしもなく、うすい雲くもが出てきました。レーブンは、そわそわしはじめます。

「あのさ、木の上で待まとうよ。」

「わたし木にのぼれないわよ。それに、こんなに暗くらいし。」

「でも、地じ面めんは、危あぶないんだ。」

「高たかいところだって危あぶないんじゃない？　また木の上から落おちたいの？」

　レーブンは、だまります。それから、しばらくしてまた言いいました。

「いつまで待まったらいいのかな。」

「あなたがいっしょに待まつことないのよ。」

「きみがそうしてほしいのかなと思おもってさ。」

　レーブンの言こと葉ばに、エルフの耳が赤くなります。

「べ、別べつにそんなこと言いってないし！」

「そう？」

　あたりが暗くらいので、レーブンはエルフの耳の色いろに気づきませんでした。



　三日たっても、エルフの両りょう親しんはあらわれませんでした。

「来きそうにないね。」

「わたし、さがしにいく！　待まってるだけなんて……レーブン、聞きいてるの？」

　レーブンは木の上を見ながら、なにかしゃべっています。

「どうしたの、大だい丈じょう夫ぶ？　レーブンてば！」

　レーブンはあたりを見み回まわしました。不ふ安あんな顔かおをしています。

「鳥とりたちが話はなしかけてきたんだ。」

「え？　鳥とりたち？　なんて言いったの？」

「『にげて』って。」

「にげ……どうして？　あっ！」

　なにかがやってきます。ドスン、ドスンと地じ面めんがゆれます。

　巨きょ大だいなかげが見えました。レーブンが「ひええ！」と声こえを出し、エルフはレーブンのうでを両りょう手てで引ひっぱって、しげみにかくれました。

　やってきたのは巨きょ人じんです。背せは大きな木くらい、いかつい顔かおにキバがあり、ドラゴンをまっぷたつに引ひきさけそうでした。黒くろい目め玉だまで森をじっと見ています。

「まあ……まあ……まあ。」とエルフ。

　巨きょ人じんはのしのし歩あるくと、残のこっている木に近ちかづきました。ぐいぐい押おすと、木はざざざと音を立ててたおれます。

「ひええ！」

　レーブンは悲ひ鳴めいをあげました。

　巨きょ人じんがふりむき、まっすぐふたりのいるあたりを見ます。

















　しげみにかくれているレーブンは息いきを殺ころし、身みぶり手ぶりでエルフに「魔ま法ほうの弓ゆみを使つかえ」と言いいました。エルフは、声こえを出さずに、「それはだめ」と伝つたえます。でもレーブンは聞ききいれません。しかたなく、エルフは弓ゆみをかまえ、糸いともついていないのに弦つるを引ひくように手をかけ……また弓ゆみをおろしてしまいました。

　巨きょ人じんはふたりに気がつかなかったようで、そのうち行いってしまいました。

　ふたりはしげみから出ました。

「ママたちは、あいつからにげたのね！　あいつってば、森をぜんぶ破は壊かいする気なの？」

「これが続つづけば、ぼくたちの森はなくなってしまう。そうしたら動どう物ぶつたちのすみかは、どうなるんだ！」

「あなただって、どうなるか、レーブン。」

「きみだって、エルフ。」

　レーブンとエルフはおたがいの目を見ました。ふたりとも真まっ青さおです。

「わたしたち、なんとかしなくちゃ！」

「でも、どうしたら、あれをやめさせられるんだ。なんで森をこわすんだ！」

「それに、パパとママは行方ゆくえ不ふ明めいだし。」

「ぼくたちどうしたら……。」

「……。このさい、あそこしか……。」

　エルフが思おもわずつぶやきます。レーブンは顔かおを上げました。

「あそこしか？」

「あそこしかないの。助たすけてくれそうなとこがあるんだけど、でもそのことは考かんがえるだけでこわいし、言いいたくないし。だって聞きいたら、『やるしかないな』ってなって、でもそんなこと絶ぜっ対たいやりたくないし、だって本ほん当とうにこわいし！」

「それって……？」

「あなたに、言いうと思おもう？」

「もし希き望ぼうがひとつしかないのなら、きっと、きみはぼくに言いうよ。」

「希き望ぼうは……ひとつしかない。」エルフはためいきをつきました。

　それから、ドンとレーブンの足をふみます。

「いって！　なんでだよ。」

「だって、やりきれないんだもん。自じ分ぶんの足をふむわけにいかないでしょう。」

「もう。じゃあ、いいから言いいなよ。助たすかる道みちはなに？」

「わかった……。わたしたち、知しりたいことが三つあるでしょう？」

　エルフは指ゆびを立てて数かぞえました。

「一、巨きょ人じんはなにをしようとしているのか。二、どうしたらわたしたちで森を守まもれるか。三、一いち番ばん大だい事じなとこだけど、うちの家か族ぞくがどこにいるか。」






「それで？」

「三つの答こたえがほしいけど、どれも難むずかしくてわからないわ。でも、そんな質しつ問もんに答こたえてくれそうなところがひとつだけあるの。」

「それは？」

「いい、言いうわよ。ああもう、言いわないですめばいいのに！　あのね、深ふかい深ふかい森の奥おくの、一いち番ばん古ふるい古ふるい、森の心しん臓ぞうにね、女の人が暮くらしていて、その人はなんでも答こたえを知しっていて、なんにでも答こたえられるんですって。」

「それのどこがそんなにこわいんだい。そこに行いこうよ。」

「んもう、あわてないでよ。まだ言いってないことがあるの。その女の人は、悪わるい魔ま女じょなのよ！　『知ち恵えの魔ま女じょ』って呼よばれているの。魔ま女じょの家いえはおそろしいけものに守まもられていて、魔ま女じょに質しつ問もんするにはまず、そのけものをたおさなくちゃいけないの。それに、こわいのは魔ま女じょだけじゃないんだから。そのあたりは、危き険けんがいっぱいだから、『おそろしの森』と言いわれているのよ。」

　レーブンはだまりこみ、「ちぇぇぇ」と言いいました。

「でも、わたしたち、やらなきゃいけないわ！」

「あのさ、にげちゃダメ？」

「いくじなし！　そうよ、知ち恵えの魔ま女じょをさがしにいかなくちゃ！　それも急いそいで！　森がなくならないうちに、パパとママが無ぶ事じなうちに。あっ、でも!?」

「でも？」

「森の奥おくって、どっち？」

「ふふん。きみ、ぼくと出で会あって、ほんっとうによかったね。道みちをさがすのは、まかせとけって。」

「まさか。あ、動どう物ぶつにきくのね!?」

　レーブンはうなずきます。

「そうさ、動どう物ぶつにきくんだよ。だから、きみ、これからは、ぼくにえらそうな態たい度どとるの、やめてくれよ。」

　エルフは、きまり悪わるそうな顔かおをしました。レーブンの言いうとおりです。エルフにはレーブンの協きょう力りょくがいるのでした。













　　丸まるい子ブタ亭てい








「そういえば、エルフ、さっき巨きょ人じんに魔ま法ほうの弓ゆみを使つかわなかったね。使つかえば、よかったのに。」

　森を歩あるきながら、レーブンは言いいました。

「ね、レーブンは行いき先をだれにきいたの？」

　エルフは話はなしをそらします。

「シカにきいたんだ。」

「シカ？」

「そう、シカだよ。森の一いち番ばん古ふるいところをきいたらね、シカたちが『北きただ』って言いってたよ。歩あるいて三みっ日かだって。それから、『知ち恵えの魔ま女じょ』を知しっているかってきいたけど、『悪わるいことは言いわないからすぐにげなさい』って言いうんだ。」

「本ほん当とうに動どう物ぶつがそんなふうに言いうの。」

「うーん……そのまま言いうんじゃないけど。でも、ぼくが話はなしかけると、そう答こたえているように感かんじるんだ。」

「感かんじる？　頭あたまで感かんじているの？　ふうん。」

　エルフは、ふしぎそうにまばたきしました。

「じゃあついでに、森のお友ともだちに、どこか食しょく事じする場ば所しょがないか、きいてくれないかしら。もう、おなかぺこぺこ。」

「きいたよ。」

　エルフは、もっと大げさにまばたきしました。

　レーブンは答こたえます。

「古ふるい宿やど屋やが川の上じょう流りゅうにあるんだって。暗くらくなるまでに着つくよ。」

「だといいなあ。この場ば所しょ、ちっとも好すきになれなくて。わたしたちが住すんでいたところより、なんとなく冷つめたい感かんじがするの。」

　そのとおりでした。

　木々はますます暗くらくうっそうとしてきました。前ぜん後ご左さ右ゆうからふたりをこっそり見ているような気がします。

「巨きょ人じんも、このあたりの木はたおしてないんだね。」

「そうね。このあたりって、どろぼうとか追おいはぎとか、悪わるいやつがかくれているような感かんじがしない？」

　レーブンはうなずきました。エルフの弓ゆみに目をやります。

「やっぱり、さっき、魔ま法ほうの弓ゆみを使つかえばよかったのに。『おそろしの森』に入っても、身みを守まもるのにいいよね。使つかい方かただって、わかってるんだろう。」

　しだいに深ふかまる闇やみの中、エルフはだまって歩あるきました。

「ふふっ、そうか。きみ、使つかい方かたがわからないんだ。」

「わかってるわよ！」

　エルフは言いいかえしました。

「ただね、ちょっと……予よ想そう外がいなのよ。」

「予よ想そう外がい？　どういう意味だい。」

「うまく飛とぶかどうかわからないの。タイミングとか、どう飛とぶかとか……なにも起おきないときもあるし……。」

「それは困こまった弓ゆみだね。悪わるいやつに会あわないといいけど。」

　そうして、やっと宿やど屋やについたときは、夕ぐれの空に一いち番ばん星ぼしがかがやいていました。レーブンもエルフもおなかがすいて、今いまなら、なんでも食たべられそうです。

　看かん板ばんには「丸まるい子ブタ亭てい」とありました。長ながい一日、ずっと森の中をとぼとぼ歩あるいてきたあとで食たべるごはんは、きっとおいしいでしょう。

　宿やど屋やにある酒さか場ばは、人でいっぱいでした。

　テーブルにつくと、店みせの主しゅ人じんらしい女がやってきました。

「はい？」

　無ぶ愛あい想そうな女はじろじろとふたりを見ます。

「ええと、こんばんは！」

　レーブンが口を開ひらきました。

「おなかがすいて、なにか食たべるものをいただきたいのですが。あと『苦く労ろうビール』かなにかを一杯ぱい。」

　女おんな主しゅ人じんはレーブンをじいっと見ました。次つぎにエルフも。

「黒くろビールならあるけど、お酒さけだよ。おまえさん、『なにか』のほうが、いいんじゃないかい。」

















「そうですね、あと食たべ物ものをどんどんお願ねがいします。」

「それで、はらうお金はあるんだろうね」

「う～ん。ぼくは持もってないけど、この子が持もっています。」

　レーブンはエルフを見ました。

　エルフはうめきます。

「わたし？　わたし、全ぜん然ぜんお金持もってないわよ。」

「文もんなしに出す食しょく事じはないね。」

　女おんな主しゅ人じんはぴしゃりと言いいました。

「じゃあ、『おかわり無む料りょう』の、おかわりだけください。」

　レーブンは明あかるく言いいます。

　ふたりはすぐに宿やど屋やのドアの外そとへつまみだされました。

「レーブンのばかぁ。」

　エルフはためいきまじりに言いいました。

「お金がないって言いってくれればよかったのに。」

「きみだって。そもそも、ぼくがお金持もってると思おもう？」

「どういう意い味み？　あなたお金使つかわないで暮くらしてるの？」

「そうだよ」

「だって……食たべ物ものは買かうでしょう？」

　レーブンは首くびをひねり、それから鼻はなたかだかと、こしに手をあて、貴き族ぞくのようなポーズをとりました。

「森が生かしてくれるのさ。」

「かっこいいセリフだけど、本ほん当とうはなにを食たべているのよ。」

「手に入るものならなんでも。鳥とりが、食たべられる木の実みを教おしえてくれるし。きみと同おなじだよ。きみだって、森で暮くらしているんだから。」

「そうよ、でも、うちはちょくちょく村へ買かい物ものに行いくから。じゃあ、ナッツとかリスとか食たべてるってこと？」

「あまりリスは食たべないけど。だって、ぼくはリスと話はなしができるんだから、ちょっとね。」

　エルフはパチパチとまばたきします。

「想そう像ぞうしちゃったわ……。さて、これからどうする？」

　まさにそのとき、三人の男が宿やど屋やから出てきました。背せの高たかいすらりとしたハンサムな青年、中くらいの優やさしそうなお兄にいさん、小さくてかわいい感かんじの男の子です。三人一ひと組くみのようでした。

　小さい男の子が近ちかづいてきました。にこにこ笑わらっています。

「よいこのみなさん、こんばんは♡」

















「……こんばんは。ていうか、あなただって子どもじゃない。」

　エルフが言いいました。

「お店みせできみたちが、あんなふうなあつかいをされているのを見て、がまんできなくなってね。お金がないんだって？　なにも食たべられない？　もう日がしずみそうだっていうのに、かわいそうだね。」

　男の子がお兄にいさんふたりに目くばせすると、ふたりは「うん、うん」となんどもうなずきます。

「だから、ぼくたち、きみたちにできることをしてあげようと思おもって。うちに来きてくれたら、あったかいスープと『苦く労ろうビール』をごちそうするよ。どうかな♡」

　レーブンは顔かおから目が飛とびだしそうになりました。思おもわずききかえします。

「それ、ほんと？　食たべさせてくれるの？」

「あと、『なにか』もあるよ。」

「ああ、よろしくお願ねがいします。」

　エルフはレーブンをひじでこずきました。

「ほんとについていって、大だい丈じょう夫ぶだと思おもう？」

と小こ声ごえでききました。でも、エルフだって、おなかがすいているのです。それに、青年たちはいかにも親しん切せつそうなので、エルフも行いきたくなり、森の中をてくてくと三人の家いえへむかいました。













　　今こん夜やは、ごちそう!?








「お兄にいさんたち、信しんじられないかもしれないけど、今け朝さぼくたち、大たい変へんなものを見たんだよ。」

　レーブンは三人の男たちに話はなしかけました。でも、三人はどの鍋なべでスープを作つくろうかケンケンガクカク話はなしあっています。外そとはとっぷりと日が暮くれ、レーブンとエルフは信しんじられないくらい、おなかがすいていました。

「巨きょ人じんがあらわれて、木を押おしたおしたんだ！　森をこわしてるんだよ。巨きょ人じんが通とおったあとにはなにも残のこらない。みんなで巨きょ人じんを止とめなきゃ！」

「それに、わたしの家か族ぞくもさがさなくちゃ！　あらあら、ずいぶん大きな鍋なべをお持もちなんですね。わたしたち、そこまでいっぱい食たべられるかしら。スープがたくさんできそう。」

　三人のうち、一いち番ばん背せの高たかい青年がふりむき、ウインクしました。

「ふふふ、今こん夜やのシェフはわたしですよ、お嬢じょうさん。」

　小さい男の子がやってきて、ふたりに言いいます。

「さあさあ、座すわって、座すわって。料りょう理りはこっちでやるから。ほら、座すわって。楽らくにして。おつかれでしょう。まだ、おふたりさんに用ようはないからさ。」

「用よう？」

「食たべる用よう、ね。」

　男の子は言いいました。

「きみたちのために、最さい高こうのスープをしこんでいるんだよ。『苦く労ろうビール』はいかが。『なにか』も飲のむかい？」

　男の子は、マグカップをふたつ出しました。

「やったー！　いただきます。」

とレーブン。

「巨きょ人じんからにげて、のどかわいちゃった。」

　ふと、エルフはなにかがおかしいと感かんじます。

「ねえ、レーブン。ほんとに飲のんで大だい丈じょう夫ぶかなあ？」

「失しつ礼れいなこと言いわないの。お客きゃくさんにへんなもの出さないだろ。」

　マグカップからごくりと飲のむとにっこりしました。

「うまい！」

　エルフは肩かたをすくめ、ひとくち飲のんでみました。

　顔かおをしかめます。それから、にっこり。

「おいし～い！」

　とたんにバタリ！　ふたりはゆかの上へくずれおちました。深ふかいねむりに落おちてしまったのです。

「ねむり薬ぐすりがきいたようだな。」

　男の子は言いいました。

「兄にいさんたち、この子たちの身みぐるみはいで鍋なべへ入れて！　ぼく、うえ死じにしそうだよう。そのあと、外そとへ行いって野や菜さいを取とってきてね！」

「野や菜さい、食たべないとダメか？」と背せの高たかい青年。

「もちろん」と男の子。「野や菜さいも食たべなきゃ、バランス悪わるいよ。」



　エルフとレーブンが目を覚さますと、つまさきが温あたたかく感かんじられました。いや、体からだ全ぜん体たいが熱あつくなっています。よく見るとロープでしばられ、大おお鍋なべの中に座すわらされて、火にかけられているのでした。

「ひえええ！」レーブンがさけびました。「あいつら、ぼくたちを煮にる気だ！」

「それはおいといて！」エルフがさけびました。「わたしたち、服ふく着きてないじゃない！　見ないで！」

「ほんとだ！　って、ぼく見てないよ！」

　レーブンはあわてて顔かおをそらします。赤くなっているのは、お湯ゆが熱あついからでしょうか。

















「もう！　全ぜん部ぶあなたのせいだからね、どうしてくれるの。」

「どうしてぼくのせいなんだよ。」

「あなたが飲のんだからよ。知しらない人からもらった飲のみ物ものなんてダメでしょ！」

「ちょっと落おちついて。あいつら今いまいないみたいだから、ここから出よう。」

「あら賛さん成せい。でも、どうやって鍋なべの外に出るの。しばられてるのよ！」

「ふっ。まかせてくれよ。」

「え？　どういうこと？」

「動どう物ぶつを呼よんで、手て伝つだってもらうのさ。」

「また動どう物ぶつ？　どこに動どう物ぶつがいるのよ。ひと食くい人にん間げんのすみかなのに。どの動どう物ぶつ？　ダンゴムシ？　カブトムシ？　大きなクモ？」

「いや、あの子だよ。」

　レーブンは鍋なべの上にある、たなにむかってうなずきました。そこでは丸まるっこいネズミが、顔かおをあげて鼻はなをクンクンさせています。

「きみがいじわるを言いうなら、ぼくのロープだけ、かみきってもらおうかな。」

「えっ、いやいや。わたしのも！　『早くして』って言いって。あの人たち、すぐもどってくるかも。」

「ネズミくん、たのむ！」

　またたく間まに、ネズミはロープをかみきり、ふたりは鍋なべの外そとへ。

「見て、わたしたちの服ふくがある！　よかった！」

「服ふくを取とってにげよう。裏うら口ぐちが開あいてる。急いそげ！」

　ふたりは裏うら口ぐちからぴょこたんぴょこたん、とびながらにげました。走はしりながら服ふくを着きるのは案あん外がい難むずかしかったのです。

　ふたりは、どんどん走はしりつづけました。

「もう無む理り、走はしれない。」

「もう大だい丈じょう夫ぶだろう。」

　ふたりは大きなオークの木の下に広ひろがる、やわらかいコケの上へ、どさっとたおれました。するとカサカサと草の間あいだを走はしってくるものがいました。

　鼻はなをクンクンさせていた、あのネズミです。

「あら、来きたのね。」

　チュウチュウ。






「なんて言いっているの？」

「お腹なかがすいているんだって。」

「じゃあ、腹はらペコが三人ね。」

「生きててよかった。」

「ほんとに。あなたのおかげよ。それと、この小さな勇ゆう者しゃさんと。」

　ネズミはチュウチュウ。

「なんて言いったの？」

「おなかすいたって。」

「それはわかったから、どこか夜よるをすごせるところをさがさなきゃ。」

「あまり言いうのもなんだけど、木の上なんて、どう？　ひと晩ばんだけ。絶ぜっ対たいそこなら安あん全ぜんだよ。」

　エルフは不ふ安あんそうな顔かおをしましたが、うなずきます。

「わかったわ。でものぼるの、助たすけてね。半はん分ぶんくらいまで上がれば、もういいわよね。」

　レーブンはにっこり。

「半はん分ぶんまででいいよ。上じょう出で来きだ。さあ、行いこう。」

　ふたりは木にのぼりました。エルフはワンピースのすそを、先の丸まるいエナメルぐつでふみそうになり、苦く労ろうしましたが、やがて、ゆっくりできるくぼみをみつけ、そこでねむることにしました。

　そうして、ふたりはねむりにつきましたが、夜よ中なかにエルフが、あっと大きな声こえをあげ、目を覚さましました。

「ママの魔ま法ほうの弓ゆみ、置おいてきちゃった！」













　　三人組ぐみの正しょう体たい








「魔ま法ほうの弓ゆみを取とりかえしにいく！」

　エルフがそう言いうのは十五回かい目め。レーブンは、これも十五回かい目めですが、首くびを横よこにふりました。

「ムリだ！　また食たべられちゃう！　絶ぜっ対たいムリ！」

「また？　まだ食たべられてないし！　あの弓ゆみはわが家やに代だい々だい伝つたわるものなの。なくしたら、たいへん！」

「でも使つかえないんだろう。使つかえないんだったら、ただの棒ぼうきれじゃないか。」

「まだ使つかったとこ見たことないだけでしょ。レーブンがいっしょに来きてくれないなら、わたしひとりでも行いく！」

「ダメ！　だれもどこにも行いっちゃだめ！　以い上じょう、おしまい！」



　三十分ぷん後ご、レーブンとエルフは来きた道みちをもどっていました。さっきふたりを助たすけてくれたネズミもちょこまか走はしってついていきます。

　あの三人組ぐみの家いえには明あかりがともっていて、大きな声こえがしました。でも、中をのぞきこむと、前まえに会あった三人のお兄にいさんたちは、そこにはいませんでした。

　そこにいたのは、人にん間げんではなく、三匹びきのオニでした。大きいの、中ぐらいの、小さいの。するどいキバが光ひかり、ツノが生はえています。

















「ひええええ！」

　レーブンは、窓まどからドスンと落おちました。

「あの三人、オニだったんだ！　暗くらくなったから、正しょう体たいをあらわしたのか。ほら、大きいの、中ぐらいの、小さいのがいるだろう。さ、これでわかったろ？　オニなんて危き険けんすぎる！　にげるぞ！」

「ダメよ！」

　エルフの声こえは、やや大きかったようです。家いえの中の声こえがぴたりと止やみました。そして、重おもい足音。レーブンは手でエルフの口をおさえると、窓まどの下にしゃがみました。ゾクゾクします。するとなにかが頭あたまの上で、空気をクンクンとかいでいる気け配はいがします。

「なんだか、人の気け配はいがするような……。」

　小さなオニの声こえがしました。

「晩ばんめしににげられたのを、まだおこってるのか。」

と、もう一匹ぴきの声こえ。

「ああ、おこってるよ。今こん夜やのシェフとか言いってたくせに、ちゃんとしばっておかないから！」

「ちゃんとしばったさ！　でも、ロープがかみちぎられていたのだから、わたしのせいではない！　ふはははは。」

「大きい兄にいさんのバカ！」

「まあまあ、ふたりともよせ。全ぜん部ぶあの晩ばんメシのごちそうどもが悪わるいんだよ。けんかはやめて、さがしにいこう！」

「行いこう、行いこう！」

「行いこう！　つかまえて今こん度どこそ華か麗れいに料りょう理りしてやる！」



「ひえええ！　弓ゆみ、まだ取とりかえしたい？」

　オニのやりとりを聞きいて、レーブンは小こ声ごえで言いいました。

　エルフはレーブンをじっと見つめかえし、しっかりした声こえで言いいます。

「もちろんよ。ね、こうしよう。わたしがあいつらを引ひきつけるから、あなたが中に入って弓ゆみを取とってきて。いいわね。」

「よくない！　待まって！」

　でも、エルフは待まちませんでした。




　エルフはオニの家いえの真まん前まえへ回まわり、大おお声ごえで、悪わる口ぐちを言いいたてました。

「やーい、オニのばーか！　昼ひるはイケメン、夜よるウシガエル！　子ブタのほうが、かわいいわ！」

　……などなど。

　次つぎの瞬しゅん間かん、頭あたまにきたオニがいっせいに窓まどから顔かおを出し、おそろしい声こえをエルフにあびせました。「きゃっ！」エルフの髪かみは恐きょう怖ふのあまり、ぜんぶ縮ちぢみあがって、くるくるになってしまいます。

「あいつだ！　つかまえるよ！」

　小さいオニがさけび、三さん匹びきはエルフに突とっ進しんしてきました。

　エルフは悲ひ鳴めいをあげ、全ぜん速そく力りょくで森へ走はしりました。後うしろを見ないようにしても、ついふりかえってしまいます。オニたちは思おもったより足が速はやくて……。



　レーブンは立ちあがり、ネズミを見ました。

「やれやれ、大だい丈じょう夫ぶかな、あの子。さ、おいで。魔ま法ほうの弓ゆみと、ついでに食たべ物ものもさがしてみよう。ぼくが食たべられそうな食たべ物ものだよ。ニンジンとか。」

　レーブンがネズミを手に取とると、ネズミはそでをかけあがり、肩かたに飛とびのりました。おそるおそる、開あいている裏うら口ぐちからオニの家いえへ入ります。

　レーブンは戸とだなの中をさぐりました。

「チョコレート・ビスケット？　オニもこんなもの食たべるんだ。」

　すると、ネズミがチュウチュウ激はげしく鳴なきました。

　レーブンが見み回まわすと、暖だん炉ろの上の石いし鍋なべを、はげしく引ひっかいています。

「なにか見つけたの？」

　ネズミの所ところへ行いって、ふたを取とると、中はたくさんのコインでいっぱいでした。銀ぎん貨か、金きん貨かもあります。

「エルフだったら、『まあ！』って言いいそう。うん、先々のために、ひとつふたつもらっておこう。」

　レーブンはポケットにつかんだコインを入れました。

　チュウチュウ！

「ほんとだ！　ぼくにも聞きこえたよ！　やつらがもどってくる。急いそいで外そとへ！」

　見つからないように低ひくくなって入り口を走はしりぬけようとしたレーブンは、魔ま法ほうの弓ゆみがかべに立てかけてあったのを見つけました。

「あったぞ！」手に取とって、家いえの外そとへ出ます。

　しげみにかくれていると、一いち番ばん大きいオニが小さなエルフを背せ中なかにかついでいるのが見えました。

「あの子、つかまっちゃったよ！」

　あとからほかの二匹ひきがついてきます。

「まずい！」

　勇ゆうかんにしげみから出ると、レーブンはオニたちに見えるように弓ゆみをかまえ、引ひこうとしました。

「その子をはなせ！」

　さけんだものの、弓ゆみを見て「これ、どうやって使つかうんだ？」

　エルフがオニの背せ中なかからさけびました。

「あなたには使つかえないわ！　わたしじゃないと。投なげて！」

　レーブンが弓ゆみを投なげると、エルフはのけぞりながら、弓ゆみを取とります。エルフをつかまえている大きなオニも、首くびを後うしろにまわして弓ゆみを取とりあげようとしましたが、エルフから手をはなすわけにいきません。

　エルフが弓ゆみを引ひくまねをすると、弓ゆみが光ひかりはじめました。ほんのかすかに、きらめくように。そして、光ひかりが集あつまって、まるで目に見えない糸がそこにあらわれたかのように、弦つるとなりました。エルフのうでにある、矢や型がたのあざも光ひかりはじめます。

　ほかの二匹ひきのオニをねらって、エルフは矢やを放はなちました！

　バーン！

「やった！」とレーブンは喜よろこんで飛とびはねましたが、次つぎの瞬しゅん間かん、口をあんぐりと開あけました。

　エルフが弓ゆみを放はなったとたん、あらわれたのは紫むらさきのチョウが百匹ぴき。オニの耳のあたりで平へい和わにひらひら舞まっています。

















「なんだい、これ。」

と小さなオニ。

「おどかすんじゃねえ！」

　中くらいのがレーブンのほうへ向むかってきました。

「やだもぉ！」エルフはもう一いち度ど、弓ゆみをかまえます。

「もう一回かい！」とレーブン。

　二度ど目めを射いました。弓ゆみは別べつの色いろにあわくかがやき、光ひかりの弦つるがひゅんと鳴なると、今こん度どは真しん紅くのバラが一ダース、小さいオニへ飛とんでいきました。

「へへへ、やめてよ。花か粉ふん症しょうになっちゃうよ。」

と、あざわらうオニ。

　中ぐらいのオニがレーブンをつかまえます。

「エルフ！」

　大きなオニがエルフのじゃまをしようとしますが、エルフはもう一いち度ど弓ゆみを射いました。今こん度どはハチの群むれが飛とびだしました。

「だめだ！」

と、レーブン。

　しかし、次つぎの瞬しゅん間かん、ハチの群むれがオニたちにおそいかかりました。

「ぎゃあ！」

　オニたちはエルフとレーブンを放ほうりなげ、いちもくさんに森の中へにげます。三匹びきとも、小さな子どものように泣ないていました。

「エルフ！　やったじゃないか！　魔ま法ほうの弓ゆみ、すごい！　ちょっとおしかったけど、いいじゃん！」

　エルフがぱっと笑え顔がおになりました。

「ほんと、やったわね。ちょっとおしかったけど……。」

「いいんだよ。さあ、さっさとここからはなれよう。やつらがもどってくるかもしれないから。」

　ふたりと一匹ぴきは、ふたたび夜よるの森へわけ入っていきました。つかれて歩あるけなくなると、さらさらと流ながれる川のそばにある、大きなオークの木の根ね元もと、やわらかいコケの上でぐっすりとねむりました。

　朝あさには、エルフの髪かみは元もとのさらさらにもどりました。













　　ネズミのラットくん








　美うつくしい朝あさ、日ひ差ざしは暖あたたかく、森の奥おくにも光ひかりが差さしこみ、小こ鳥とりたちが楽たのしそうにさえずっています。

　レーブンはにこにこしながら、黒くろい鳥とりの赤ちゃんの夢ゆめを見ていました。気き持もちよくねていると、鼻はなをつつくものがあります。

　目を開あけると、小さなネズミが鼻はなをクンクン動うごかしていました。

「あれ、きみは。」

　レーブンはすっかり忘わすれていたのです。でも、急きゅうになにもかも思おもいだしました。木がたおされたこと、巨きょ人じんがあらわれたこと、オニにつかまった後あとにげたこと。

「そうだった。とがった耳の子はどこ？」

　チュウチュウ。

「きみのことじゃないよ。そうだ、きみにも名な前まえがあるほうがいいね。なんにしよう。うーんと……ネズミのラットくんでどう？」

　チュウチュウ。

「じゃあ、ラットくんでいいね。エルフにも言いっておこう。どこにいるかな。」

　レーブンは背せのびをして、あたりを見み回まわしました。エルフが見あたりません。

　チュウチュウ。

「そうだね、でも、大きな声こえを出したくないんだ。だれが聞きいているかわからないから。木にのぼって、見てみるよ。」

　レーブンはするするとオークの木のてっぺんへのぼると、一いち番ばん上の枝えだに乗のり、ゆったりと優やさしい風かぜにゆられました。

　エルフは近ちかくの川の岸きし辺べにいました。しかし、遠とおくを見て、レーブンはハッとしました。

　ふたりがやってきたほうの森がごっそりなくなっていたのです。そして、見ている間あいだにも、木がまた一本、ゆっくりとたおれてゆきます。木のかげから、巨きょ人じんの頭あたまがちらりと見えました。

「巨きょ人じんめ！　急いそがなくちゃ！」

　さっと木をつたっておりると、ラットくんを肩かたにのせ、エルフがいる岸きし辺べを走はしりました。

「エルフ！　また巨きょ人じんがあばれてる！　急いそいで出しゅっ発ぱつだ！」

　エルフは、ふりかえりませんでした。

　それどころか手をふって、こう言いいました。

「あっち行いって。」

　暗くらい声こえで言いいました。

「どうしたの？」

　エルフが答こたえないので、レーブンは肩かたをつかんでふりむかせます。

「きみね、そんな態たい度どないんじゃないの……あ。」

　エルフは泣ないていたのです。

「ど、どうしたんだい。」

　エルフは、泣なきじゃくるばかりです。

　どうしたらいいかわからなくて、レーブンはつったっていました。

「わぁぁ～ママぁパパぁ～！」

「えっと……。」

　とまどいながら、レーブンは言いいました。

「落おちついて。深しん呼こ吸きゅうするといいよ。すって、はいて、すって。はい、話はなしてみて。どうしたの。」

　エルフはレーブンの顔かおを見て、またわっと泣なきだしました。肩かたがふるえています。

　レーブンはおそるおそる手をのばし、エルフの頭あたまをぽんぽんとなでました。

















　ラットくんがチュウと言いってレーブンの肩かたから飛とび、エルフの頭あたまに乗のりました。

「きゃっ！」

　エルフはラットくんを手ではらおうとしましたが、そのまえにラットくんは、エルフの首くびの後うしろから服ふくの中へ消きえました。

「きゃっ！　ひゃあ！　いや～あ、出てって！」

　エルフは大おお声ごえで体からだをくねらせます。まるでおどっているようです。

　レーブンが、あっけにとられていると、エルフのくねくねおどりは続つづき、急きゅうにくすくす笑わらいはじめました。

「ひゃはっ、いや～ん。」

　そう言いいながら、顔かおは笑わらっています。

「くすぐったい！　やめて～。」

　笑わらいだしたエルフのようすに、レーブンも笑わらいます。エルフは笑わらいすぎて地じ面めんに転ころがりました。

　すぐに、ラットくんが頭あたまをワンピースのえり元もとからのぞかせ、チュウ！

　ふたりは、笑わらいころげました。

　そうして笑わらいがおさまると、笑え顔がおのエルフに少すこしほっとして、レーブンはききました。

「で、どうしたのさ。なんで泣ないてたの。」

「パパとママに、なにかあったんじゃないかと思おもったら……どこにいるんだろう。」

「そうか。でも、きっとさがしだしてみせるさ。」

　レーブンは立ちあがりました。その目は決けつ意いに満みちていて、エルフは気き持もちが軽かるくなりました。

「わたしたちで、できるかな。」

「できる。きみもそう思おもうだろ。」

　エルフはうなずきました。ふたりとも、口で言いうほど勇ゆうかんではないと自じ分ぶんではわかっていました。でも、ふたりいっしょなら……。

「どっちに行いけばいいのかしら。」

「こっちだよ。」

　レーブンは、さっきヘビにきいて、「この川かわ沿ぞいに北きたへ行くんだ」と説せつ明めいしました。

「あなた、男の子にしては悪わるくないわね。」

とエルフが言いうと、レーブンはほめられて、とてもうれしくなりました。でも、もちろん顔かおには出しませんでした。













　　ふたりをねらうもの








　ふたりと一匹ぴきが川に沿そって岸きし辺べを歩いていくと、ほかの川がいくつか合ごう流りゅうして、川が広ひろくなりました。太たい陽ようはかがやき、川の両りょう側がわには高たかい木き々ぎがしげっています。エルフがまた名な前まえの当あてっこを始はじめました。

「『レ』……レタス？」

「それは野や菜さい。なあ、これまだやらなきゃだめ？」

「わかった！　レタスなんでしょ。そんなに変へんな名な前まえじゃないよ。」

「レタスじゃないし。この遊あそびにあきただけ。」

「なら、さっさと教おしえてよ。」

「その手にはのらないよーだ。」

「まったくもう。」

　エルフは肩かたをすくめます。

「ねえ、レーブンの名な前まえをつけた人って……パパとママってどんな人なの。」

　レーブンは、両りょう手てを腰こしにあて、貴き族ぞくのようなポーズをとりました。

　これ、たぶんレーブンのくせだなとエルフは気がつきましたが、真しん剣けんなのか、ふざけているのかよくわかりませんでした。

「木がぼくの親おやなのさ。」

　あごをツンと空に向むけながら言いいます。

「それは……めずらしいわね。」

　レーブンは目をぱちぱちして、うつむきました。

「よくわからないんだ。ものごごろついた時ときから、ぼくと木だけだったんだもの。あと動どう物ぶつと。」

「動どう物ぶつ……。」

「優やさしい森の生いき物ものたち。小さい頃ころから、いろいろ教おしえてくれたんだ。」

「小さいって、今いまでも大きくはないけどね。」

「きみよりは大きいよ。」

「もう！　うるさいわね！」

　ふたりは楽たのしく歩あるきました。ラットくんはレーブンの肩かたの上です。

　と、急きゅうにラットくんが耳をピクッと動うごかし、ひと声こえ鳴なきました。

「どうしたの？　ラットくん。」

「エルフ、気がついたかい？　このあたり、急きゅうに静しずかになったよ。」

　エルフはうなずきました。川の音に消けされないように、ささやきました。

「なにかしら。森のお友ともだちにきいてもらえる？」

「それが、だれもいないんだ。」

「だれもいない？　ねえ、レーブン。」

「なに？」

「あれ、あなたにも、見えるかしら？」

「どれ？」

「大きな目が二つ、その上に大きな耳が二つあって、ほら、あそこの木の中よ。」

「その目と耳は……オオカミだ！」

　エルフは息いきをのみました。

















「ほんとだ。」と、ささやき声ごえ。

「大きいな。おなかをすかせているみたいだ。そっとここからはなれよう。こわがってないふりするんだよ。」

「でも、こわい。ねえ、ちょっと話はなしかけて、食たべないようにたのんでよ。」

「もっと速はやく歩あるいて。」

　レーブンは速はや足あしになりました。

「話はなしかけても、結けっ局きょく、きみとぼくのどちらを先に食たべるかって話はなしにしかならないよ。それに、あのオオカミ、一匹ぴきじゃない。」

　エルフは、もう一いち度ど息いきをのみました。

「レーブン。」

「なに？」

「もっと速はやく歩あるいてって言いったじゃない？」

「うん。」

「走はしるってのはどうかな。」

　するとレーブンはかけだし、エルフは悲ひ鳴めいをあげます。

「ちょっと！　急きゅうに走はしらないでよ。」息いきを切きらしながら、追おいかけました。

　レーブンはうなずきます。

　ふたりの後うしろには、おなかをすかせたオオカミの群むれがどんどんせまっていました。口から舌したがだらりと出て、左右にゆれています。オオカミが手に看かん板ばんを持もっていたら、こう書かいてあるでしょう。「いただきまーす！」

「川の向むこうへにげよう！」

「橋はしはないの？」

「見あたらないな。急いそげ！　木にのぼるんだ。」

「ええっ！　わたし木のぼりきらい！」

「ぼく、オオカミに食たべられるのは、もっときらい。のぼって！」

　レーブンは近ちかくの木の低ひくい枝えだへエルフを押おしあげ、そのあとをよじのぼりました。次つぎの瞬しゅん間かん、大きなキバがいくつもよだれを飛とばしながら、かかとのすぐ下で空くうを切きりました。

「ひええええ！　もっとのぼって！　にげるんだ！」

　オオカミたちは飛とびあがって木の幹みきを引ひっかきました。

「もっと上へ！」またたく間まに、ふたりは高たかい枝えだに上がりました。

「さて、これからどうしたらいいの。」

　チュウ！

　ラットくんは枝えだの先へ走はしりました。はじまでいくと、枝えだが川の上でしなります。次つぎの瞬しゅん間かん、ラットくんはポンッと大ジャンプして、川かわ向むこうの木の枝えだへ。

「あんなのムリ！」エルフは悲ひ鳴めいをあげました。

「やらなければ一生ここにいることになる。食たべるものないから、やせるぞう。」

「でもあんなにはなれているのに飛とべっこない。」

　エルフは顔かおをしかめました。

「飛とばなくてもいけるって。向むこう岸ぎしの木も、ずいぶんこちら側がわにのびてる。この枝えだの先せん端たんまでいって、手をのばせばつかめるよ。」

「ムリー！」



　二分ふん後ご、ふたりは枝えだの先にしがみついていました。枝えだはしなって今いまにも折おれそう。足のすぐ下は深ふかい川。岸きしでは、オオカミたちがキバをむきだし、うなり声ごえをあげ、うろうろしながら、えものを待まっています。

「レーブン、助たすけて。」

「んんん！」レーブンは枝えだの先までつたい、枝えだはまたぐっと下がりましたが、向むこう岸ぎしの木の枝えだに手がとどきました。

「これ、つかんで！」ふたりは向むこう岸ぎしの枝えだをつかむと、体からだをゆらして勢いきおいをつけ、向むこう岸ぎしの木に移うつると、そこから空中へポーンと飛とびあがりました。

「きゃ～あ！」

















　そのまま、向むこうの岸きし辺べに、どさり。

「ふう。」エルフのため息いき。

　オオカミたちは、くやしそうにほえながら行いったり来きたりしています。お昼ひるご飯はんににげられたのですから。

「うーん。」とレーブン。

「どうしたの？」

「オオカミたちさ。ぼくらのことを、あまり良よくは言いってないねえ。」

「わたし、オオカミの言こと葉ばがわからなくて、よかった。」

　ラットくんが木からピョンピョンかけてきて、レーブンの頭あたまに乗のりました。

　チュウ。

「ありがとう、ラットくん、きみのアイデアのおかげだよ。」

「まったく、ムチャするんだから！」













　　レーブン、どこ？








　夜よるになり、オオカミとの手にあせにぎる事じ件けんのあとでは、ふたりとも、ぐったりとつかれていました。

「火をおこせたら、いいのにな。」

　ひと晩ばんゆっくり休やすめそうな、くぼんだ草くさ地ちに座すわり、エルフは言いいました。

「かえって危あぶないよ。」

とレーブンが答こたえます。

　ラットくんがレーブンの頭あたまに飛とびのり、毛けづくろいをはじめました。

「かわいいなあ」とレーブン。

「あなたのことが好すきなのよ」と、エルフもくすくす笑わらいます。

「優やさしいこと、言いうじゃん。さて、そろそろねなくちゃ。夜よ明あけといっしょに起おきるぞ。フクロウにきいたらね、どうやら、あしたには『おそろしの森』のあたりに着つくって。」

「レーブン、わたし、おなかがすいた。」

「ぼくもだ。あしたになったら、ナッツやフルーツをさがそうね。」

「うん」と言いってエルフはこっそりつぶやきました。

「ナッツとフルーツかあ。わたし、ほんとに食たべたいのは、もっと量りょうがあって、おいしくてあったかい食しょく事じなんだけどな。」



　ふしぎなことに、エルフがそんなことを考かんがえていたとき、森のあまり遠とおくないところですきっ腹ぱらをかかえたオニが三匹びき、まったく同おなじことを考かんがえていました。

「んー、感かんじるぞ、人のにおいだ」大きなオニが言いいました。

「しっ！　おどかしたら、またにげられちゃう」小さいオニが言いいました。

「おれ、もう帰かえりたい。丸まるい子ブタ亭ていに来くる、ほかのやつにしようぜ。」

と中くらいのオニが言いいます。

「もう、兄にいさんってば！　晩ばんメシににげられたと知しれたら、もうだれもぼくたちのことをこわがらなくなるでしょ。だから、一度どねらいをさだめた晩ばんメシは、絶ぜっ対たいのがしちゃだめなのさ。」

「じゃあ、今こん度どこそ華か麗れいにペロリだな。三度ど目めの正しょう直じきだ」と大きなオニ。

　中くらいのオニが鼻はなをひくひくさせながら言いいました。

「近ちかくにいるな。ぷんぷんにおうぜ。ひとりは、原はらっぱの、小さいかわいい花のにおい。うへえ。もうひとりは、ハチミツとジャムかなんかのにおい。うへ、いやなにおい。」

「しっ！　おどかしたらにげちゃうってば。」

　そんなふうに三匹びきの話はなしは続つづきました。



　レーブンは、いびきをかいて夢ゆめの中でした。ラットくんに耳をはむはむかじられている夢ゆめです。それもそのはず、実じっ際さいに、ラットくんが耳をはむはむしていたのでした。






　エルフはなかなかねむれません。不ふ安あんだったのもありますが、レーブンがいびきの間あいだに寝ね言ごとを言いって、うるさくてねむれなかったのです。

　エルフは起おきあがり、少すこし歩あるくことにしました。

「たぶん、そうすればねられるよね」と、ひとりごとを言いって、「ここにいて」とラットくんに言いいました。ラットくんはレーブンを起おこさないように小さな声こえで鳴なきます。

「わたしの言いうこともわかるのかな。あなたが言いうことは、わたしにはチュウとしか聞きこえないけど。」

　ラットくんがチュウと答こたえ、エルフは散さん歩ぽにでかけました。



　しばらく歩あるきまわって、もどってみると、エルフは真まっ青さおになりました。レーブンがいないのです。そして、まわりにはたくさんの足あと。大きいの、中くらいの、小さいの。

「これって……あのオニ！」

　チュウ！　と声こえがして、葉はっぱの下からラットくんが顔かおを出しました。

「知しってるのね？」

　チュウ！　ラットくんは暗くらい森へ走はしり、エルフはさっと魔ま法ほうの弓ゆみを取とると、あとを追おいかけていました。













　　たき火をつけないで








　オニはそれほど遠とおくへは行いっていませんでした。

　レーブンは足あし首くびをロープでしばられて高たかい枝えだから逆さかさまにぶらさげられていました。

　その下に、たき火が燃もえて……いません。オニたちはさっきから火をつけようと四し苦く八はっ苦くしているのですが、なかなか火がつけられずにいます。

「おまえのせいだ」大きなオニが、中ぐらいのオニに言いいました。

「しけった枝えだをひろってきただろ。火がつかないじゃないか。」

「しけってないってば。兄にいさんがマッチを使つかうの、へたなんだよ。かして。」

　小さいオニが大きいオニに言いい、マッチを引ひったくろうとして言いいあいになりました。マッチがバラッと箱はこからこぼれます。

「兄にいさんってば！」

「わたしのせいじゃないぞ。」

「よせよ、ふたりとも。マッチ拾ひろって、さっさと焼やいちまおうぜ。腹はらペコだよ。」

「やっぱり火をつけるのはやめて、女の子をつかまえにいこう」と大きいオニ。

「だから、男の子を先に食たべてから、つかまえにいくんだってば。大きい兄にいさんは、多た数すう決けつで負まけたでしょ。」

「多た数すう決けつ、ぼくも投とう票ひょうしたい」レーブンが口をはさみました。

「そうだ、こいつにも投とう票ひょうさせよう。」

「投とう票ひょうさせてよ。ぼく、きみたちに食たべられないほうへ票ひょうを入れるよ。そしておいしい料りょう理りを教おしえてあげる。野や菜さいだけで作つくれるやつ。」

「野や菜さい！　野や菜さいには投とう票ひょうしないぞ。」

と、中くらいのオニがさけびました。小さいオニも言いいました。

「反はん対たい、反はん対たい！　野や菜さいも反はん対たい、投とう票ひょうも反はん対たい！　男の子を焼やいてペロリ。それから、女の子をさがしてペロリ。これで決けっ定てい！」

「ちょっと！　ぼくがここにいるのに、ぼくの意い見けんを聞きかないで、ぼくを食たべるなんて、不ふ公こう平へいじゃないか。」

　レーブンはロープで下げられたまま、ゆっくり回かい転てんしました。






「……だれかなんか言いった？」

「晩ばんメシがなにか言いってる。」

「『ぼくのことを食たべないでください』って言いったんです」と、レーブン。

「食たべ物ものは意い見けんを言いわないもんだよ。さっさとこんがり焼やいちゃって、しゃべれないようにしてやろう。」

と、小さいオニ。

「頭あたまをぶんなぐれば、静しずかになるんじゃないか」と大きいの。

「それやると、いつも肉にくが固かたくなるんだよなあ」と中くらいの。

「肉にくが固かたくなる！　おれたちオニなんだから、固かたくてもバリバリいくよ！」

　三匹びきは、にやりと笑わらいました。



　そのようすを木の後うしろで見ていたエルフは、ゾッとしました。

　そうしている間あいだにも、大きいオニがマッチを全ぜん部ぶ拾ひろいあつめ、一本を箱はこでこすります。

　シュッ！

　火のついたマッチをオニはしんちょうに持もって、ぶらさがっているレーブンの下でひざをつき、もう一いち度どたき木に火を移うつそうとしました。

「ぶきっちょ兄にいさん、今こん度どはちゃんとマッチの火がつけられたね。今こん度どこそ。」

「そう、そう。三度ど目めの正しょう直じきだ」中くらいのオニが言いいました。

「そういうわけで」小さいオニが言いいました。

「さ、ごちそうだ。火をつけて。」

「ひええ！」レーブンは、さけびました。

　エルフは目を閉とじて集しゅう中ちゅうしようとしました。弓ゆみをめいっぱい引ひきつつ、頭あたまの中では、魔ま法ほうがちゃんときくところを想そう像ぞうしました。

　すると、エルフのうでに矢やの形かたちのあざがあらわれ、あわく光ひかりはじめました。

「お願ねがいお願ねがいお願ねがい」エルフは聞きこえないようにつぶやき、目をとじたまま、弓ゆみを放はなちました。

　その瞬しゅん間かん、青くかがやく光ひかりの矢やが、何なん本ぼんも弓ゆみから放はなたれました。あたりがかみなりのような光ひかりに照てらされて真まっ白しろになり、一いっ瞬しゅんなにも見えなくなりました。

「きゃっ！　レーブンは？」

　光ひかりが消きえると、目の前まえに三つの、大きな氷こおりのかたまりがありました。四つめの氷こおりは、木からぶらさがっています。






　三つの氷こおりの中にいたのは大・中・小のオニでした。そして、ぶらさがった氷こおりの中には、びっくりした顔かおのレーブンが！

「いやぁ！」

　エルフはさけびました。

「ラットくん、わたしたち、すぐに火をおこさなくちゃ。」













　　氷こおり……お、重おもい








　マッチで火をつけるのは、エルフのほうがオニよりずっと上手でした。レーブンが閉とじこめられて逆さかさまになっている氷こおりの下で、すぐにパチパチと炎ほのおが燃もえあがりました。

「息いきができてるかなあ。」

　エルフはラットくんに話はなしかけました。

　ラットくんはチュウと鳴なき、クンクンと鼻はなを動うごかして、またひと声こえ鳴なきました。

　まもなく、レーブンの頭あたまのあたりで氷こおりがとけてきて、しずくが落おちたかと思おもうと、水すい道どうのじゃ口をひねったようにどんどん水が流ながれおちてきました。エルフは、水が火にかからないようにしましたが、それでもレーブンの頭あたまが自じ由ゆうになってきたあたりで、火はシュッといって消きえました。

　エルフが顔かおのまわりに残のこった氷こおりをかきとってやると、ようやくレーブンの首くびが自じ由ゆうになりました。

「ふう～。」レーブンは大きく息いきをつきながら言いいました。

「まだ逆さかさまなのか？　血ちがぜんぶ頭あたまにのぼって、いやなんだけど。」

「どうしたらいいかな。また弓ゆみを使つかえば……？」

「ひえっ！　いやその、なにかほかの手を考かんがえよう。まずここからおろして。」

「うん、でもどうやったら……あ。」

　レーブンはエルフが見ているほうを見あげました。ラットくんがレーブンのつるされている木にかけあがり、ロープに向むかっています。

　チュウと鳴ないて、ロープをかじりはじめました。

「ラットくん、待まって！　ぼく、頭あたまから落おちちゃう！」

　レーブンは必ひっ死しのまなざしでエルフを見ましたが、それより早く、ラットくんがロープの最さい後ごの糸をかみきります。

　ドスン！

「いでで……。」

　ラットくんは、ぴょんと飛とびおりて、ヒゲをふるわせ、レーブンからの「ありがとう」を待まっています。

　くっくっく。エルフは笑わらいはじめました。

「なにがそんなにおもしろいの。」

「だって、レーブンったら、へんなかっこ。」

「サイコーだろ。ここから出してくれないか。」

「うん、でも、これはさすがにラットくんでもムリじゃ……。」

「どうにかしなきゃ。日がのぼったらあの三匹びきもとけちゃうから、その前まえに遠とおくに行いかないと。」

「とにかく、出しゅっ発ぱつよ！」

　エルフが言いいます。

「エルフ、ぼくを引ひっぱってってくれる？」

「え？」

「ほら、ロープを持もって。森の中を引ひっぱっていってくれれば、そのうち日が出て、氷こおりがとけるから。」

「ムリー！」エルフは言いいました。



　しかし、エルフはやりました。もくもくとレーブンを引ひっぱり、オニたちからはなれ、森の中の道みちをひたすら歩あるきました。レーブンはひっきりなしに、文もん句くを言いっていました。ラットくんはゆうゆうと氷こおりの上に座すわり、足が冷ひえないよう、かわりばんこに、ちょいちょいと足を上げています。

















「イタッ！　気をつけて、ちょっとガタガタして……イタッ！　こわれもの注ちゅう意いだからね。ぼく、貴き重ちょう品ひん…………イッタ！」

　そんな調ちょう子しです。エルフはだんだん機き嫌げんが悪わるくなっていきます。

「根ねっこだ、気をつけてってば！　イタッ！」

　エルフはロープを投なげました。

「もうたくさん！　ここでオニが来くるの待まってればいいんだわ。せっかく助たすけてあげたのに、もう！　レーブンってば、ああしろこうしろってブツブツ文もん句くばっかり言いって！」

「エルフだって、でこぼこ道みちを運はこばれてみたら、そう言いうに決きまってるよ。こうしているのも楽らくじゃないんだよ。」

「ねてるだけじゃない。わたしなんか、へとへとよ。」

「ぼくだって、氷こおりの中だよ？　寒さむくて死しにそう！　カキ氷ごおりになった気き分ぶん。」

「なによ、バカッ。」

　そう言いって、エルフは、おもわず氷こおりのかたまりをけりました。

「イタッ！」

　暗くらくて気がつきませんでしたが、そこから先は急きゅうな斜しゃ面めんでした。

　氷こおりがゆっくりすべりはじめました。

「あ……？」とレーブン。

「なに？」とエルフ。

「動うごいてる……？」

「なによ、それ。」

　エルフは、うでを組くみ、そっぽを向むきました。精せいいっぱいおこっているポーズです。そして、もう一いち度どレーブンを見ると、氷こおりのかたまりはそこにありませんでした。

「助たすけて！」

　かん高だかい声こえが、下のほうからしました。レーブンはすごい速はやさで、とても急きゅうな斜しゃ面めんをすべりおちていったのです。

「たーすーけーてー！」

「レーブン！」エルフはあわてて後あとを追おいますが、レーブンのスピードは上がるばかり。

　弾だん丸がんのような速はやさで斜しゃ面めんをくだり、ますます速そく度どをあげ……。

「ひえええええ！」

と進すすむうち、木にぶつかりました。ドカーン！

　氷こおりのかたまりは粉こな々ごなにくだけ、大たい量りょうのかけらがちらばる中、こごえたレーブンが地じべたで目を回まわしていました。

　エルフが追おいつき、すぐ後あとからラットくんも来きました。

「レーブン、ごめん」エルフは、べそをかいていました。

「大だい丈じょう夫ぶ？　あの……本ほん当とうにごめんなさい。」

　レーブンは、にっこり笑わらいました。

「まあ、よかったよ。」

「ごめんなさい、そんなつもりじゃなかったの。」

「いや、ほんとにさ、氷こおりから出られたし。でも寒さむい。寒さむくて動うごけないよ。」

「すぐに動うごけるようになるわ、きっと。お日さまが出てくれば。」

「お日さまが出たら、あのオニも追おいかけてくるかな。」

「大だい丈じょう夫ぶよ。かなりすべって、遠とおくへ来きたから。それに、お日さまさえ出れば、オニじゃなく、人になるでしょ。たぶん、そんなにわたしたちを食たべたいと思おもわないわよ。」













　　おそろしの森へ








「ねえ、レーブン。」

「なに？」

　レーブンは、こごえた体からだの血けっ行こうをよくしようと、体からだをひねったり、のばしたりしていました。ラットくんがレーブンの頭あたまの上に乗のり、毛け皮がわのぼうしのように温あたためてあげました。レーブンに本ほん当とうに必ひつ要ようなのは、湯ゆたんぽ（それもひとつじゃなく）だったかもしれませんが、とても助たすかりました。

「早く出しゅっ発ぱつしなくちゃ。」

「うん、ぼくもそう思おもうよ。ぼくだってただボケッとして、体からだを動うごかしてるわけじゃないからね。」

　レーブンは、木のほうへ向むかって「うんうん」とうなずき、ラットくんは頭あたまから落おちかけて、はっしとレーブンの耳につかまります。

「キツツキと話はなしたんだ。」

　レーブンはラットくんをまた頭あたまにのせました。

「『この川が分わかれるところまでお行いきなさい。左の川のほうへ行いくと沼ぬまに出ますよ』だって。」

「沼ぬま？」

「そう、沼ぬま。」

「あまり楽たのしいひびきじゃないなあ。」

「まあね。『できることならまわれ右してお帰かえりなさい』とも言いわれたよ。」

「そうしたいわ。もしもどる家いえがあって、パパもママもいるなら。」

　エルフの目にみるみるなみだがうかび、レーブンはしまったと思おもいました。

「もちろん、まわれ右なんかしないさ」とあわてて言いいます。「だけど……。」

「だけど？」エルフは鼻はなをすすりながらききました。

「だけど、沼ぬまは問もん題だいじゃないんだ。問もん題だいは魔ま女じょだ。知ち恵えの魔ま女じょ。キツツキの話はなしでは、すっごくこわい魔ま女じょなんだって。すぐおこるし、何なん百びゃく才さいとも何なん千ぜん才さいとも言いわれていて、鼻はなが大きくてあごまでたれさがっていて、目が暗くら闇やみでも光ひかるし、ツメが長ながくてナイフみたいで、あと、なんと子どもを食たべるんだって。」

「いやあ。どうして、みんなわたしたちを食たべたがるの。」

「食たべ物ものが、なかなか歩あるいてこないからじゃないかな。とにかく、それだけじゃないんだよ。魔ま女じょのところへ行いくには、魔ま女じょを守まもっている怪かい物ぶつのところを通とおりぬけないといけないんだ。そしてね、今いままで通とおりぬけられた人はひとりもいないんだって。」

「ひとりも？」さっきより小さな、おどおどした声こえ。

　レーブンは、うなずきました。

「でも、ぼくたち、あきらめるわけにいかないよ。答こたえを聞きいて、巨きょ人じんを止とめて、きみの家か族ぞくをさがさなきゃ。なにもかもよくなるように。」

　エルフは、少すこし元げん気きが出ました。

「それに、あなた動どう物ぶつと話はなせるしね。きっと動どう物ぶつたちは、その怪かい物ぶつだか、猛もう獣じゅうだかのことをよく知しってるから、弱じゃく点てんも教おしえてくれるよね。」

「そうだよ！」とレーブンは言いいましたが、ちょっと自じ信しんがないようです。

「いろいろやってだめでも、きみも弓ゆみが使つかえるもんね。」

　エルフは、ムリに笑わらいます。

「まあ、なんとか使つかえたものね。いちおう、なんとかなったものね。」

　そして、ふたりは出しゅっ発ぱつしました。

「ぼく、まだカキ氷ごおりのままな気き分ぶんがするよ」レーブンがぶつぶつ言いいました。

　エルフはくすくす笑わらいます。

　しかし、すぐにふたりは静しずかになりました。森が、ますます深ふかくなってきたのです。トゲの生えた枝えだが頭あたまの上からかぶさるようにせまってきます。かがんで歩あるいても、今こん度どは根ねっこが足にからみつき、暗くらい深ふかい海うみの底そこを歩あるいているようです。

















　とつぜん、ふたりは立ちどまりました。

「見て！　川が分わかれてる。」とエルフ。

「まわれ右！　じゃなくて、左だ。沼ぬまをさがそう。」

　ふたりは歩あるきました。朝あさになりましたが、深ふかい森にはほとんど光ひかりが差ささず、夜よるとたいして変かわりません。

　お昼ひる前まえはじりじりとすぎ、午ご後ごになり、ラットくんは、レーブンの頭あたまからなんどか落おちて、そのたびに上へのぼります。ときどき鼻はなを上にむけて、空気をクンクンかいでいます。

　あたりの土は、だんだんぬかるんできました。川は細ほそくなり、よどんだ水が木き々ぎの間あいだをあちこち曲まがりながら進すすんでいます。

　鳥とりの声こえも変かわりました。小こ鳥とりたちの楽たのしい歌うた声ごえは消きえ、たまに大きな甲かん高だかい鳴なき声ごえがします。ふたりにはその鳴なき声ごえが警けい告こくのように聞きこえました。

　ふたりは、もくもくと歩あるいていましたが、ついにエルフが声こえをあげました。

「本ほん当とうにこっちに行いっていいの！」

「ぼくにもわからないよ。川は消きえてしまったし。待まって。だれかさがしてきいてくる。ここで待まってて。」

　エルフはあわてて言いいました。

「遠とおくに行いかないで！　すぐにもどってきてね。ここイヤだわ。」

　レーブンはうなずきました。

「ひとまわりして見てくるから。ラットくんといっしょにいて。」

「あら、ラットくんといっしょなんて心こころ強づよくてなみだが出そうよ。」

　ラットくんは不ふ機き嫌げんそうに鳴なき、レーブンはラットくんをエルフにわたして、しげみの奥おくへ消きえました。

「わたしの言いうことがわかるのかな？　ほんと？」

　ラットくんはもう一いち度ど鳴なき、エルフはラットくんをだきしめました。

「ごめんね。こわくない。こわくない。きっとうまくいく。」

　とつぜん、ガサガサと音がしてエルフは悲ひ鳴めいをあげました。

「きゃーっ。」

　レーブンがしげみから顔かおを出しています。

「シーッ！　大きな声こえを出さないで。」

「あなたがおどかすんだもの」エルフはおこって耳が赤くなってきました。

「そんなつもりじゃなかったよ。それはさておき、カメと話はなしてきたよ。」

「カメ？」

「『まわれ右して帰かえれ』、だって。」

「また、それ!?」

「でも、ぼくたちは帰かえらない。そうだろ。」

　レーブンはエルフがおこる前まえに、急いそいで言いいました。

「あとね、『もしほんとにほんとに行いって魔ま女じょと怪かい物ぶつに食たべられたいんだったら、もうすぐそこだよ』と言いわれたよ。実じつは、あの木のしげみをぬけたところだって。」

　レーブンは口をつぐみ、エルフはじっとレーブンを見つめました。

「それじゃ、行いこうか」レーブンが言いいます。

　エルフは木のしげみのほうを見ました。

「あの向むこうね。魔ま女じょと怪かい物ぶつがいるところ。」

　レーブンはうなずきました。

「今いまなら引ひきかえすことも……。」

「いいえ！　行いくわ。殺ころされるとしてもね。」

　大きな声こえで言いうと、しげみのほうへどんどん歩あるいていきました。

　レーブンはラットくんを拾ひろって、頭あたまの上にのせます。

「そう言いうんじゃないかと思おもったよ。」

　そうつぶやくと、小さいけれども決けつ意いを秘ひめた、妖よう精せいのような少しょう女じょを追おって、森へ入っていきました。













　　魔ま女じょの使つかい魔まは怪かい物ぶつ!?








　木のしげみは、すこし高たかいところにありました。こぶのある木き々ぎはねじまがりツタがたれ、よりいっそう不ぶ気き味みです。ふたりは地じ面めんをはい、しげみから顔かおを出すと、下を見てハッと息いきを止とめました。

　魔ま女じょの家いえです。

　魔ま女じょの家いえは、いかにも魔ま女じょの家いえらしいものでした。

　大おお昔むかしに建たてられただろう家いえは、ところどころくさりかけていて、屋や根ねには穴あなが開あき、煙えん突とつの石もくずれかけ、クモの巣すがはっています。

　家いえの軒のき下したには、鍋なべやフライパンやブリキの風ふ呂ろおけや、ありとあらゆるものがごちゃごちゃとつり下げられていました。えたいのしれないものも、たくさんありますが、それがなにか、知しらないほうがよさそうです。

















「怪かい物ぶつの姿すがたは見えないけど」レーブンが声こえをひそめて言いいました。

「だれかにきいて。」

「だれもいないんだ、このへん。生いき物ものの影かげも形かたちも見えない。みんな魔ま女じょや、魔ま女じょのペットに近ちかづかないようにしてるんだ。」

「どこにいるんだろう。」

「お散さん歩ぽかな。ぼくたち、このまままっすぐ行いけば……。」

「だめよ。待まって！　家いえの下のところ、なにかが出てくる！」

　そのとおり。家いえの土ど台だいの木のすき間まから、気け配はいがしました。暗くら闇やみでなにかが動うごいています。ゆらり、と家いえの正しょう面めんへ出てきました。

　ラットくんがチュウと言いいました。

　レーブンがひえっと言いいました。

　エルフがきゃっと言いい、青白くなりました。

　怪かい物ぶつが近ちかづいてきます。

　怪かい物ぶつは、小さな声こえでニャアと言いいました。

　それは、小さな白い子ネコでした。



「なんだ、ちいさな白い子ネコちゃんか。」

　レーブンは立ちあがって近ちかづこうとしました。

「待まって！」

　エルフはレーブンを引ひっぱりました。

「怪かい物ぶつが子ネコに化ばけているのかも。別べつのけものに変へん身しんできるのかも。」

　レーブンはエルフが止とめるのも聞きかず、斜しゃ面めんをおりていきました。

「子ネコちゃん！　ママはおうちにいるかな。ちょっとお話はなしを……。」

　そこまでしか言いえませんでした。とつぜん子ネコがおそいかかってきて、シャーッと毛けを逆さか立だててツメを出し、ひっかき、かみつき……。

　レーブンは、なんども悲ひ鳴めいをあげました。

「やめて！　はなして！　イタッ！」

　子ネコはすさまじく凶きょう暴ぼうで、すぐにレーブンを地じ面めんに押おしつけました。






「ラットくん、ここにいて。わたし、なんとかしないと！」

　エルフが近ちかづき、大おお声ごえをあげました。

「はなれなさい！」

　エルフの声こえに一いっ瞬しゅん、あばれネコは顔かおをあげました。そのすきに、レーブンは起おきあがり、ロケットをつけたサルより早く高たかい木にのぼりました。子ネコは追おいかけましたが、なかなか木にのぼれません。それでものぼってこようとするので、レーブンは下を見てゾッとしました。

　とつぜん家いえのドアが開あき、ボロボロの服ふくを着きた、だれかが、エルフへ向むかって走はしってきました。

　魔ま女じょだ！　と思おもったときにはもう、魔ま女じょはエルフを棒ぼうでポカン！　おどろくべき力で家いえへ引ひきずりこみました。レーブンは木にのぼったまま、下には毛けを逆さか立だてた子ネコが待まちかまえています。エルフの弓ゆみは地じ面めんに転ころがっていました。

　タタタと走はしる音がすぐそばに聞きこえ、見ると木の枝えだをつたってやってきたラットくんがいました。

「ああ、よく来きたね。さて、どうしよう、ラットくん。ずっとこうしているわけにもいかないし。それにエルフ！　魔ま女じょがあの子になにをするか……。」

　口をつぐんで、ごくりとつばをのみました。考かんがえたくはありませんが、もしエルフの身みになにかあったら……。レーブンの手がふるえました。

　レーブンはエルフのことが、好すきになりはじめていたのです。それも、かなり。

「ラットくん、ぼくが五秒びょうだけ、あいつの気をそらすから、その間あいだに、ここからおりられる？」

　チュウ。

「よし！　じゃあ森へ行いって、大きなオオカミを見つけてきてくれ。あの凶きょう悪あくなネコもミルクがほしくて、おうちへにげかえるような、大きいやつ。いい？」

　チュウ。レーブンは下の枝えだに行いき、足をぶらさげて、そろそろと白いけものに近ちかづきました。

　ニャア！　子ネコは夢む中ちゅうで飛とびかかり、四本の足でカミソリのようなするどいツメをレーブンのおしりに食くいこませました。

「ひえええええ！」レーブンが泣なき声ごえをあげましたが、その間あいだにラットくんは、とっくにいなくなっていました。













　　魔ま女じょのひみつ








　ラットくんは、すぐに助たすけを呼よんで、もどってきました。

　その助たすけとは、なんとしたことでしょう、ネコを食たべるような大きなオオカミではなく、犬でした。沼ぬまのそばでうろうろしていたようです。

「ラットくん。それ、ただの、のら犬？」

　チュウ。

「ラットくん、言いいたかないけど、でも……。」

　しかし、のら犬は子ネコを見るとするどいキバをむいて一いち目もく散さんに飛とびかかりました。

　一いっ瞬しゅんあとには、ふたつの生いき物ものは毛け皮がわとツメと歯はの回かい転てんするボールになり、レーブンはそっと木から地じ面めんへおりました。

「ぼくの分ぶんも一いっ発ぱつガブッとやってくれよ、のら犬くん」レーブンはおしりをさすりながら言いい、魔ま女じょの家いえへ急いそぎました。

「今日きょう学まなんだことがあるとすれば、小さな動どう物ぶつほど戦たたかうと凶きょう暴ぼうだってことだ。」

　一秒びょうもむだにせず、レーブンはエルフの落おとした魔ま法ほうの弓ゆみをつかむと魔ま女じょの家いえへ飛とびこみ、なにをするかわかっているかのように、弓ゆみをかまえてみせました。

「今いますぐエルフを解かい放ほうしろ！」

　エルフは足をくくられ、家いえの屋や根ねのはりから逆さかさまにぶらさげられ、魔ま女じょはその下で両りょう手てを腰こしにあてて立っています。

「ひええ！　どうして悪わるいやつらは、逆さかさづりが好すきなんだ？」

「そちは、だれじゃ」高たかく大きな声こえで魔ま女じょが言いいました。

「ぼくは、レーブンだ」カッコよく言いいました。

「もしエルフの髪かみの毛け一本でも傷きずつけてみろ、ぼくが……。」

「エルフとは、だれじゃ？」

「その子だよ！　ぼくの大だい事じな友ともだちなんだ。」

　そうだ、ぼくの大だい事じな……。そうして、初はじめて魔ま女じょを正しょう面めんから見ました。家いえの中は暗くらく、魔ま女じょはボロボロの大きな服ふくを着きて、フードをかぶり、顔かおが影かげになっていました。しかし、レーブンはあることに気がつきます。

「フードを取とってみて。」

「いやじゃ。」

「フードを取とるんだ。さもないと射いる。」レーブンは弓ゆみをふりました。

「その棒ぼうはなんじゃ？　おお、やめておくれ。」

「本ほん当とうだよ。これ、魔ま法ほうの弓ゆみなんだ」できるだけ勇いさましく言いいました。

　魔ま女じょはためらってから、フードをおろします。






「きみ、魔ま女じょじゃないじゃん！」

　魔ま女じょは、全ぜん然ぜん魔ま女じょのようではありませんでした。まだ子どもだし、鼻はなもふつうで、目も光ひかっていないし、ツメもちゃんと切きってあります。おそろしい姿すがたには見えませんでした。まったく。

「ま、魔ま女じょだもん」魔ま女じょが言いいました。

　レーブンはちょっと考かんがえました。

「失しつ礼れいなこと言いいたくないけど、でも、あなた、全ぜん然ぜんそれっぽく見えないよ。それに、魔ま女じょの家いえを守まもっているのも、子ネコだろう。」

「子ネコじゃないもん、りっぱなネコだもん。」

　名めい誉よを傷きずつけられたように言いいました。

「子ネコだよ。すごく凶きょう暴ぼうだけど、まだ子どもだよ。魔ま女じょなら、大きなおそろしい怪かい物ぶつがいて、通とおりかかるものを食たべちゃうはずだろう。」

　魔ま女じょはフードをかぶり、フードにかくれるように、わっと泣なきだしました。フードがずりおちます。

「わかっているもん！　あたしは魔ま女じょじゃない。使つかい魔まにするにも子ネコのティプシーちゃんがせいいっぱいなの。でも、どうしたらいいのぉぉ。」

　泣なきじゃくる間あいだ、レーブンはどうしたらいいかわからなくなって、つったっていました。

「あのう、わたしをおろしてもらえないかしら。」

　エルフでした。意い識しきがもどり、上下逆さかさまではありますが、もう平へい気きのようです。

　レーブンはかけよると、ロープをほどいてやり、足で立てるようにしてやりました。ふたりは少すこしの間あいだ、おたがいを見つめましたが、思おもっていることはなにも言いいませんでした。

「この人、どうしたの？」エルフがききました。

「自じ分ぶんは魔ま女じょじゃないって泣ないているんだ。」

「あらまあ。魔ま女じょじゃなくてよかったけど。でも……。」

「うん？」

「『知ち恵えの魔ま女じょ』じゃないなら、わたしたちのこと助たすけてもらえないじゃない。魔ま法ほうを使つかうとか、そういうの。」

　これには、魔ま女じょがふりむきました。

「魔ま法ほうなら使つかえるもん！」

「じゃあなんで、魔ま女じょじゃないの？」レーブンがききました。

「だって、人に悪わるいことしたり、ひどいことするの、好すきじゃないもん。ばあばが『知ち恵えの魔ま女じょ』で、こわくて有ゆう名めいなの。ママも魔ま女じょだったけど今いまは引いん退たいして、あたしが後あとをついだの。魔ま法ほうなら使つかえるもん。でも、どうしても人をいじめるのがいやなの。だって……いじめても、楽たのしくないもん。」

　魔ま女じょは悲かなしそうなようすで立っていました。

「それでもママの仕し事ごとはつがなきゃいけないし、ここに引ひっこしてきたの。今いまごろママは南みなみの島しまでひなたぼっこしてると思おもう。」

「でも、森の動どう物ぶつたちはみんな、あなたのことをひどくこわがっていたよ。みんな、ぼくたちに『まわれ右して帰かえれ』っていったんだ。それに、あの子ネコ……ティプシーちゃんが、動どう物ぶつたちの言いっていた怪かい物ぶつなの？」

「そう言いうように動どう物ぶつたちにたのんだの。だって……こわいもん。このおそろしの森は、本ほん当とうにおそろしいところで、もしあたしが子どもで、悪わるいことするのがきらいで、使つかい魔まが白いもふもふの子ネコちゃんと知しれたら……。外そとにはもっとひどいやつがいるでしょ。オニとかさ。知しってる？」

　レーブンとエルフは顔かおを見み合あわせました。

「知しってる。それで、魔ま法ほうは使つかえるの？　ちゃんとした魔ま法ほうだよ。助たすけてほしいことがあって来きたんだ。あなたは『知ち恵えの魔ま女じょ』だよね。」

「もちろん。でもそれは世せ間けんがつけた名な前まえが大げさなの。あたしはそこまでじゃないけど、それでも仕し事ごとはできるのよ。」

「そうなんだ。聞きいて、魔ま女じょさん、……ええと、名な前まえはあるの？」

　魔ま女じょはためらいます。

　そして小さな声こえでなにか言いいました。

「聞きこえなかった」とエルフ。

「フローレンス」魔ま女じょは、消きえそうな声こえで言いいました。

「フローレンス!?」とレーブン。

「ほらね、あたしは名な前まえすら乙女おとめチックで、ちっともこわそうじゃないんだもん。ダメダメの魔ま女じょなのぉぉ。」

「じゃあ、もし魔ま法ほうを使つかってとたのんだら？　悪わるいことじゃなくて、いいことをするのに、いっしょに来きてくれない？」

　フローレンスは、ぱっと顔かおを上げます。

「ほんと？　そんな話はなしがあるなら、やる！」

　エルフとレーブンは、にっこり。

　エルフは明あかるく言いいました。

「あなたの魔ま法ほうと、うちのママの弓ゆみ、レーブンのふしぎな能のう力りょく……動どう物ぶつと話はなせる力があれば、わたしたち、負まけるわけないわ！」

　レーブンはフローレンスに今いままでのことを話はなしました。

「じつは、巨きょ人じんがあらわれて……。」













　　さがしびとの呪じゅ文もん








　話はなしが終おわり、まず三人がやったことは、取とっ組くみあってたのら犬とティプシーちゃんを引ひきはがすことでした。

　それから、魔ま女じょの家いえで固かたいパンとミルク・ティーをごちそうになりました。子ネコのティプシーちゃんはミルクをなめています。フローレンスは家か族ぞくのことを話はなしはじめました。






「さっきも言いったように、おばあちゃんが、うちの一いち族ぞくで人にん間げんの子どもを食たべた最さい後ごの魔ま女じょなの。ママは食たべなかったよ。ちょっとふたりくらい、かじるくらいしたかもしれないけど。」

　エルフとレーブンは、いちおううなずきましたが、なんと返へん事じしていいものかわかりませんでした。

　フローレンスは気にせず、話はなしを続つづけます。

「ところで、あなたたちの名な前まえはなんというの？」

「ぼくはレーブン。この子はエルフ。」

「レーブン、『大きな黒くろい鳥とり』に、こっちはエルフ、『妖よう精せい』か。ぴったりだね。だれがつけたの？」

「この子が」レーブンはエルフを、エルフはレーブンを同どう時じに指ゆびさしました。

　ふたりは赤くなりました。

「レーブンてば、本ほん当とうの名な前まえを教おしえてくれないの。『レ』から始はじまるんだけど、すごく変かわった名な前まえだから言いいたくないんですって。」

「あたしはフローレンスって名な前まえで、悪わるい魔ま女じょらしくないけれど、あなたたちなら『らしく』しなくちゃいけないとか、気にしなくていいじゃない。だれだって名な前まえのイメージどおりとはかぎらないし、変かわった名な前まえでもいいでしょ。」

「わたしもそう思おもうな、レーブン」とエルフ。

「それは、きみの名な前まえがぼくより変へんだからだよ。この子の本ほん当とうの名な前まえは……。」

　そこで、エルフはレーブンをグーでなぐり、レーブンはたおれました。

　エルフがにらんでいます。

「言いわないでって言いったでしょ！」

　レーブンは頭あたまの後うしろをなでながら立ちあがりました。

　魔ま女じょフローレンスは、冷れい静せいに見ていました。

「それ、本ほん物ものの魔ま法ほうの弓ゆみなの？　それとも、ただの棒ぼうなの？」

と話わ題だいを変かえました。

「魔ま法ほうの弓ゆみよ。うちのママのなの。」

「でも、この子、弓ゆみの使つかい方かたがわからないんだよ。」

　そう言いってレーブンはサッと後うしろへさがりました。エルフがまた、どついてくるかもしれないので。

　フローレンスは弓ゆみをじっと見ています。

「すごくいい棒ぼうね。いや、弓ゆみか。使つかい方かたがわからないって？」

「そうなの。ママなら説せつ明めいしてくれると思おもうんだけど。わたしは、たまたま使つかえただけで。これがなかったらレーブンは今いまごろオニに食たべられていたと思おもう。ただ、やっぱり、これ、どうなるかわからないの。」

「それなら、わかるかも！」フローレンスは言いいました。

「魔ま法ほうのことならわかるんだから！　なにか呪じゅ文もんをとなえて使つかうんじゃないの？」

「じゃあ、本ほん当とうに魔ま法ほうのことがわかるんだね。」とレーブン。

「ちょっとならね。」

「それならききたいことがあるの。パパとママと、うちの家か族ぞくは無ぶ事じかしら。」

　エルフはとても心しん配ぱいして悲かなしそうで、レーブンは思おもわずのどにこみあげてきたので、エルフの手を取とって、ぎゅっとにぎりました。

「調しらべてください」レーブンはフローレンスにたのみます。

「ふむ。その者ものの持もち物ものは、お持もちかな。」

「弓ゆみがある。これで大だい丈じょう夫ぶですか。」

　フローレンスは、ほほえみました。

「こっちに来きて、座すわって。片かた手てで弓ゆみを持もって。あたしもいっしょに持もつから。さ、ママのことを強つよく念ねんじて。」

　エルフとフローレンスはいっしょに座すわり、フローレンスは目を閉とじて奇き妙みょうな、とても変へんな言こと葉ばをつぶやきながら、ゆっくり前ぜん後ごにゆれはじめました。

















　レーブンは、ラットくんと数すう歩ほさがり、ぶつぶつという呪じゅ文もんがやむのを待まちます。

　そのぶつぶつは続つづきました。ぶつぶつぶつぶつ。レーブンは、ぼうっとしてきました。

　急きゅうにフローレンスが大おお声ごえをあげました。

「見えた！」目はまだ閉とじています。「パパは小さくて、ママも小さくて、ふたりとも、ほっそりして金きん色いろの髪かみ、うむ、ほかにだれかいるのは、あんたのおばさんじゃな。おばさんに似にているのはあんたの妹いもうと、そしてあれがおじさんかな、ちょっと太ふとめ。それからママのママかな、お年をめした方かたでとても小さいけど、あんたのママによく似にてる。」

「みんな！　みんなだわ！　みんな無ぶ事じ？　どこにいるの。」

「みんな無ぶ事じよ。でも、おびえている。どこにいるのかは、よくわからない。暗くらくて、ロープにつながれ、オリかなにかの中にいる。」

「急いそいで助たすけなきゃ！　どこにいるのかわからないかしら。」

　フローレンスは、パッと目を開あけました。

「おぉ。」

「おぉ？　なに？　どうしたの。」

「いま最さい後ごに見えたもの、なにか大きな足のようなものが頭あたまの中の映えい像ぞうに入ってきた。あんなに大きな足、あれはきっと……。」

「……巨きょ人じんの足」とレーブン。

　フローレンスは、うなずきました。

　エルフは飛とびあがります。

「あの巨きょ人じんめ、みんなをどこかに閉とじこめているんだわ！　行いこう！　巨きょ人じんの近ちかくにいるってわかったから、行いって巨きょ人じんをやっつけて、みんなを自じ由ゆうにしよう！」

　そういうとエルフは外そとへ出て、木き々ぎの間あいだへどんどん歩あるいていってしまいました。方ほう角がくがあっているのかどうかさえ気にならないほど頭あたまがいっぱいでした。

「行いこう、追おいかけなきゃ。」

　しかし、フローレンスは、言いいにくそうに言いいました。

「でもね、レーブン、あたしの魔ま法ほうはあまりしっかりしていないの。見えるのは過か去こにあったことで、現げん在ざいではないの。もしかしたら、もう……。」

「言いわないで。聞きいたら、エルフが悲かなしむ。ほんの少すこしでも望のぞみがあるなら、そこにかけよう。」

　ふたりはエルフの後あとを追おっていきました。暗くらい夜よるがきて、そして、そう遠とおくないところで、三匹びきのあやしい影かげ。

「来きたぞ。人の子どものにおいがする」小さいオニが言いいました。













　　夜よるは魔ま物ものの時じ間かん








　レーブンとエルフ、魔ま女じょフローレンスとラットくんは、森の中を用よう心じん深ぶかく歩あるいていました。暗くらいので迷まよってしまったのです。レーブンは、道みちをきけるような生いき物ものをさがしましたが、見つかりませんでした。

「だれかいないかなあ。」

　エルフがインクのような暗くら闇やみを見て、言いいました。

「このあたりの森ってこわい。」

「ほかのところよりこわい？　フローレンス、なにかわかる？　きみの家いえからそんなに、はなれてないと思おもうけど。」

　フローレンスは首くびをふりました。

「わからないな。あたしはいつもなるべく家いえの近ちかくにいるようにしていたから。言いったでしょ、あたしはおそろしの魔ま女じょじゃなくて、こわがりの魔ま女じょだもん。」

「じゃあ、ここにいるしかないね。朝あさになってから出しゅっ発ぱつしよう。」

　レーブンは顔かおをしかめ、いつものくせで、髪かみの中から羽は根ねを一本つまみました。羽は根ねはなんど取とっても、いつも頭あたまについていました。

　エルフは不ふ満まんそうです。

「わたし、木でねるのもういやよ。一いっ睡すいもできないんですもの。」

「あたしがなんとかしようか。守まもりの呪じゅ文もんを知っているから。」

「透とう明めいになるとか？」とエルフ。

「そうじゃないけど、ほかのものに気づかれにくくなるの。向むこうからぶつかってこないかぎり、安あん全ぜんだよ。」

　レーブンはたずねました。

「おいしい、あったかいパンとチーズを出すような呪じゅ文もん、知しらないかな？」

「それは知しらないんだ。すまんな、うえたカラスよ。」

「ぷぷ、うえたカラスだって」とエルフ。

「エルフってば、だまって。」

「うん、本ほん当とうの名な前まえを教おしえてくれたらね。」

「そうそう、『レ』ではじまるんだっけ？」とフローレンス。

「ええっ、きみまで！　とにかく、今いま言いった呪じゅ文もんをかけてくれよ。もうねよう。朝あさになれば、きっとよくなるよ。」

　そこでフローレンスは呪じゅ文もんをかけました。見た目も感かん覚かくもまったく変かわった気がしませんでした。しかも高たかいオークの木の巨きょ大だいな根ねの間あいだに、かれ葉はをたっぷりしいて、その中でねむったので、魔ま法ほうがなくても、かくれて見えませんでした。

　ただ、魔ま法ほうは確かく実じつに効こう果かがありました。真ま夜よ中なか、レーブンがめずらしくいびきをかいていないときに、ぐう然ぜん、あの三匹びきのオニがやってきたのです。でも、においに敏びん感かんなオニでさえ、レーブンたちに気づかず、すぐそばを、そのまま通とおりすぎていきました。



　朝あさには、ほんとうに、いろいろなことがよくなっていました。

　明あかるく晴はれた日になり、レーブンは大きなワシを見つけることができたので、話はなしかけにいきました。そのあいだ、フローレンスとエルフはぺこぺこのおなかのたしにしようと、野のイチゴと、ブルーベリーをつみました。

　すると、レーブンがもどってきます。

「ワシがね、空そら高たかく上がって見てきてくれたんだ。東ひがしへ向むかいなさいって。東ひがしって太たい陽ようがのぼるほうね。」






「それは知しってるけど。どうして東ひがしって言いったの。」

「森がガバッとなくなっているからだって。」

「まあ。」

「大きな巨きょ人じんが、木を根ねこそぎたおしているのが見えるって。きみの家か族ぞくがつかまっているなら、そのあたりにいるにちがいないよ。」

　レーブンは東ひがしのほうを指さしました。

「どれくらい遠とおいの？」

「歩あるいてだいたい二日だって。」

「二日も！　速はやく行いける方ほう法ほうはないの。」

「それもきいたよ。前まえにわたった川があるだろ。ここから遠とおくないし、森のむこうまで続つづいている。ボートかなにか見つければ、川の流ながれにのって、今日きょうの夕ゆう方がたには着つくよ。」

「でも、どうやってボートを見つけるの。」

「ワシが、するどい目で見てくれるって。まず川まで歩あるいて、それでボートを見つけたらワシが教おしえてくれるよ。」

　エルフは飛とびあがって喜よろこびました。

「レーブン、あなたってすごい！」

　レーブンは笑わらって、うなずきました。

「まあね。ま、けっこうやるだろ。」

「ときどきね」とエルフは言いいました。あまり調ちょう子しにのらせると、あとが大たい変へんですからね。













　　キケンな川くだり








　一いっ行こうが川の近ちかくまで来きたとき、ワシが頭あたまの上を回まわって、呼よびかけました。

　レーブンが手をふると、ワシは高たかく舞まい、遠とおくの山のほうへ飛とんでいきました。

「どう？」とエルフ。

「ボートがこの先の川かわ岸ぎし、こわれた橋はしのところにつながれているって。ちょっと貸かしてもらうことにしようよ。」

　エルフが「おやっ」と思おもったのは、魔ま女じょフローレンスは、レーブンが鳥とりやラットくんと話はなしができることをまったく気にしていないことでした。

　ラットくんがきげんよく、レーブンの頭あたまに座すわって楽たのしそうにチュウチュウ言いっているうちに、一いっ行こうはこわれた橋はしに着つきました。

「これがボートなの？　たらいって言いったほうがましかも」とエルフ。

「ちょっと小さいだけよ。たしかに三人乗のりではなさそうだけど」とフローレンス。

　するとラットくんが、チュウ。

「四人だね。しかたないよ、これでなんとかしなくちゃ。」とレーブン。

　ボートはせまく、かなり古ふるくて、傷いたんでいました。持もち主ぬしが古ふるい橋はしのたもとに捨すてておくわけです。

「オールはないの？」とエルフ。

「一本だけ、こういうのだけど」とレーブンが乗のりこみながら、さおを見せました。

「それでこげるの？　棒ぼうじゃない。」

「こがなくてもいいんだよ。流ながれが速はやいから、さおでときどき行いき先をあやつってやればいいんだ。」

　一いっ行こうがボートに乗のりこむと、ボートはぞっとするほど深ふかくしずみ、水すい面めんすれすれになりました。

「ほんとに、乗のっても大だい丈じょう夫ぶかなあ？」とフローレンス。

　エルフはあの表ひょう情じょうをしました。悲かなしみをこらえて決けつ意いを秘ひめた顔かおです。

「なんとかなるよ」とレーブンは言いいました。水がザバッとボートのふちから入り、底そこにたまりました。

「行いこう！」

　そうして一いっ行こうは出しゅっ発ぱつしました。速はやい、速はやい。

　すぐに川の中ちゅう央おう、流ながれの一いち番ばん強つよいところに引ひきこまれ、信しんじられないようなスピードで流ながされていきました。

「すぐに着つきそうだね！」とレーブン。

「おぼれるぅぅ。こわいぃぃ！」フローレンスはちっとも楽たのしくありません。

　ラットくんも、レーブンのシャツの中にかくれ、けっして外そとへ出ませんでした。

















　お昼ひるごろになると、もう、みんなぐったりしていました。

　あることに、最さい初しょに気がついたのはエルフです。

「足がぐっしょり。」

「え？　なにか言いった？」レーブンはボートの行いき先をあやつろうと、さまざまな角かく度どでさおをさすのに一いっ所しょけん命めいでした。

「こんなに水が入ってきてたっけ？　ぐっしょりだよ。」

　そして全ぜん員いんが気がつきました。ボートの底そこにすきまがあったのでしょうか。足あし元もとの水がどんどん増ふえています。

「ひええ！　しずむ！」

「気にしないで！」フローレンスが大おお声ごえで言いいました。

「気にしないって言いったって、すぐしずんじゃう。」

「そうね、でも前まえを見て！」

　川が消きえていました。

　川が消きえていた、つまり、その先は滝たきでした。

　全ぜん員いんが悲ひ鳴めいをあげました。しかしなにもできません。流ながれが強つよすぎて、すごいスピードです。

「ぼく、泳およげないよーっ！」レーブンがさけんだとき、小さなボートは滝たきにさしかかりバラバラにくだけました。

　ラットくんもさけび、ラットくんも泳およげないんだと、みんなにもわかったところで、全ぜん員いんが空中に投なげだされました。



　永えい遠えんに落おちていくように感かんじられましたが、実じっ際さいは二、三秒びょうだったでしょうか。

　滝たきの下の湖みずうみへ、バシャーン！




　エルフが最さい初しょに顔かおを出し、レーブンの首くびに手をまわして川かわ岸ぎしへ泳およいでいきました。フローレンスもうまく泳およぎましたが、ラットくんがいません。と、一いっ瞬しゅん、ラットくんの頭あたまが水にうき、フローレンスがさっとつかむと頭あたまの上にのせました。

　みんな全ぜん力りょくで岸きしにたどりつき、むせてゴホゴホしていると、突とつ然ぜん、日がかげりました。

　というより、日をさえぎるものがあらわれたのです。

　上を見ると、みんな悲ひ鳴めいをあげ、気き絶ぜつしました。

　見おろしていたのは、片かた手てに木、もう片かた手てに布ぬののふくろをもった、ばかでかくて、おそろしい顔かおをした……ずばり、あの巨きょ人じんでした。













　　脱だっ出しゅつしなくちゃ！








　目を覚さますと、ほとほと困こまった状じょう況きょうになっていました。

　全ぜん員いんがオリの中にいます。オリは木の枝えだをロープできつく結むすびあわせたものです。せまいオリにつめこまれて、ほとんど動うごけません。

　レーブンは首くびをねじって、あたりを見ました。

　目に入るのは、地ち上じょうの開ひらけたようす……谷たにでしょうか。いや、そうではありません。開ひらけているのは、巨きょ人じんがあたりいったいの木を引ひっこぬいたからだと、レーブンは気がつきました。もうすこし頭あたまを上げると、オリは大きいボートにのせられ、さっき落おちた湖みずうみの上にいるのがわかりました。

　すると声こえがしました。

「見て！　あの子動うごいてる。」

「男の子は生きてるぞ……ほかはどうだ？」

　まわりから声こえがします。

　首くびをのばすと、甲かん板ぱんにのっているオリはこれだけではありませんでした。ほかのオリが、それもたくさんのオリが、丸まる太たの山とならんでボートに積つまれ、そんなボートがたくさん水にうかんでいます。

「おーい」と声こえがしました。「おい、お若わかいの、きこえるかい？」

　レーブンは首くびがもげそうでしたが、ぐっとねじって、声こえのするほうを見ました。

















　となりのオリにも、何なん人にんか入れられていました。どこかで見たことのあるような人たちです。

　ほっそりした男の人、もっとほっそりした女の人、その人より年をとった女の人。三人とも小さくて髪かみは金きん色いろです。

　男の人が言いいました。

「あっ、あれは……？　そうだ！　あの子だ！　うちの子だ！」

　それは、エルフのパパとママだったのです。

　気を失うしなっていたエルフはその声こえで目が覚さめ、レーブンを押おしのけると、パパとママが手をふり、笑わらっているのが見えました。

「よかった……。巨きょ人じんに食たべられたのかと思おもっていたんだ。」

　三人とも大おお喜よろこびで、うれし泣なき。

「ママ！　パパ！　おばあちゃん！　シスリーは無ぶ事じ？　ほかのみんなは？」

「大だい丈じょう夫ぶよ」とママ。「甲かん板ぱんのあっちのほうのオリに、みんないるよ。」

「今いまは、どうなってるの？　ボートや木がいっぱいあるけど、なんで？」

「わからない」とパパ。「巨きょ人じんは何なん日にちも木をボートに積つみこんで、さらった人もオリに入れている。だけど、どこへ連つれていかれるのか、わからない。」

「お友ともだちを紹しょう介かいしてちょうだい。」

　エルフのママが、言いいました。いかにもお母かあさんらしい口く調ちょうです。

「うん、こちらは、ええと……レーブンよ。それから、こちらはフローレンス。あの有ゆう名めいな、おそろしい魔ま女じょなの。」

　フローレンスは自じ分ぶんの名な前まえが話はなされるのを聞きいて、目が覚さめたようでした。

「ごきげんよう。」

「おそろしい魔ま女じょには見えないけど」とエルフのママ。

「ほんとはこわがりなんだ。でも、わたしたちを助たすけてくれたの。パパとママに会あえるように。さ、にげましょう。どうしたらいいだろう。」

「なんとかしたいけど、なにができるっていうんだ。しばられてるし、オリの間あいだはせまくてぬけられないし、ママの魔ま法ほうの弓ゆみはなくなっちゃったし。」

　エルフのパパが言いいました。

「弓ゆみはあそこにある」とエルフは言いいかけて、おびえたような、悲かなしいような声こえになりました。「やだ！　巨きょ人じんが、つまようじにしてる。」

　巨きょ人じんは、少すこしはなれたところに立って、まだたおしていない大きな木によりかかり、エルフが言いったとおり、ママの魔ま法ほうの弓ゆみを使つかって、歯はと歯はのすき間まをシーシーそうじしていました。

「なにを食たべたのぉぉ。」

　フローレンスが、青ざめて言いいました。

「考かんがえないほうが絶ぜっ対たいいいよ」とレーブン。「よし、計けい画かくをねろう。」

「勇ゆう気きあるなあ、お若わかいの。でも、なにができるっていうんだ。考かんがえられることはもうやった」とエルフのパパが言いいました。

「そうかもしれません」レーブンの目がキラッと光ひかりました。「でもそのときは、魔ま法ほうの弓ゆみを持もった子や、魔ま女じょや、ロープをかじれるネズミがいなかったでしょう。」

　となりのオリのみんなが、きょとんとしていると、いつの間まにか、レーブンのぼうしの下にかくれていたラットくんが、ちょこんと顔かおを出します。

「ラットくん、いつもありがと。まずは、このロープをかみきってくれないか。」

　レーブンは、みんなの手をしばっているロープと、オリのとびらを閉しめているロープをあごでさしました。

「たくさんあるけど」エルフは優やさしく言いいました。

　ラットくんは、返へん事じをする間まもおしみ、ほんの数すう分ふんでレーブンの手は自じ由ゆうになりました。レーブンは座すわって足のロープをほどき、ラットくんはオリのとびらのロープを切きりにいきました。

「でも、どうしたらいいのかねえ」エルフのおばあさんが言いいました。「あの巨きょ人じんは丘おかくらいあるんだよ。」

　レーブンが言いいました。

「ここで魔ま女じょの出で番ばんだ。弓ゆみを取とりかえして、それから……。」

「それから？」

「そこは、まだ考かんがえてなかった。」

　みんな、ずっこけました。

　するとエルフが言いいました。

「とにかく急いそいで！　巨きょ人じんがこっちに気づいた！」

　ドスンドスンと巨きょ人じんが歩あるきはじめ、こちらへ向むかってきます！

　みんなは悲ひ鳴めいをあげました。













　　霧きりが光ひかるとき








　レーブンは指ゆびさしました。

「見て！　巨きょ人じんはつまようじ、いや弓ゆみを落おとしたよ。フローレンス、なんとかできる？　エルフが弓ゆみを取とれるように。」

「ママ、弓ゆみの使つかい方かたを、ちゃんと教おしえてくれなかったじゃない」とエルフ。

　ママが言いいました。

「ごめんね。でも、本ほん当とうはね、あの弓ゆみは人によって使つかい方かたがちがうの。自じ分ぶんのやり方かたを見つけないと使つかいこなせないのよ。今いまはもうおまえのものよ。はい、あーげた！」

「え、今いま？　次つぎの誕たん生じょう日びプレゼントでもいいのに」エルフは不ふ満まんそう。

　その間あいだに、三人はオリから出ました。ラットくんはとなりのオリにかかります。自じ由ゆうになった人から順じゅんに、まわりの人のロープをほどいてあげます。

「早く、早く！」だれかがさけびました。

「巨きょ人じんが来くる！」別べつの人の声こえ。

　フローレンスが言いいました。

「落おちつけ、あたし！　ひとつ、ためしてみよっと。うまくいくといいけど！」

　目を閉とじて、ぶつぶつつぶやき、両りょう手てでふしぎな動うごきをしました。

「急いそいで！　つかまったら、食しょく後ごのデザートにされちゃう！」

　レーブンが小こ声ごえで言いいました。フローレンスが前まえに呪じゅ文もんを使つかったとき、いつまでもぶつぶつ言いっていたのを思おもいだしたからです。巨きょ人じんが近ちかづいてきました。

　フローレンスはぶつぶつぶつぶつ……、そしてカッと目を開ひらきました。

「できた！　呪じゅ文もん終おわり！」

「どういうこと？　わあ、にげて！」

　巨きょ人じんは、ボートに手をのばし、みんな岸きしへ飛とびあがったり、湖みずうみに飛とびこんだりしてにげました。岸きしへ行いったものは四し方ほう八はっ方ぽうへ散ちり、巨きょ人じんはとまどって、あちらこちらと手ですくいあげようとします。小さな人たちは足の間あいだをサッと走はしりぬけました。

「フローレンス！　なにをやったの。もう一いっ回かいやって！　もう一いっ回かい。」

　しかし、フローレンスもにげるのに精せいいっぱい。

　すると、どこからともなく霧きりがわき、あたりにたちこめました。霧きりは濃こくなり、巨きょ人じんのひざから上がすっぽりつつまれ、見えなくなりました。






「フローレンス、すごいや！　今いまだ、エルフ、弓ゆみを取とって！　射いるんだ！」

　エルフは言いわれるまでもなく、霧きりの中へころがるように走はしっていきました。弓ゆみが落おちていたところへ！

　あたりは大だい混こん乱らんです。みんな巨きょ人じんの足をよけてあちこちへ走はしり、巨きょ人じんはドスンドスンと足をふみながら、手さぐりで、前まえや後うしろを走はしる人をつかまえようとしています。霧きりの中から、エルフの声こえがしました。

「見つからない！」

　どこからかレーブンも声こえをはりあげます。

「もっとよく見て！」

　すると、エルフの声こえが言いいました。

「あった！」

　エルフは、ふしぎな弓ゆみを使つかいこなそうと集しゅう中ちゅうしました。イメージして、背せすじをのばして、見えない弦つるを引ひいて……。

　カッ！

　目もくらむような光ひかりが霧きりを照てらしました。霧きり全ぜん体たいが真まっ白しろに光ひかると、次つぎの瞬しゅん間かん、巨きょ人じんがそのままのかっこうで止とまりました。

　ほんの一いっ瞬しゅん、不ぶ気き味みな静しずけさにつつまれたあと、だれかが「にげろ！」とさけび、巨きょ人じんがゆっくりたおれました。

　おそろしく大きな音を立てて、巨きょ人じんは地じ面めんにぶつかり、動うごかないまま横よこになっています。

　霧きりがはれ、人々はゆっくりと、草の上に横よこたわる巨きょ人じんに近ちかづきました。

　レーブンが、真まっ先さきに気がつきました。

「巨きょ人じんが……ねむってる！　エルフ、きみがねむらせたんだ。」

　エルフはにっこりと笑わらいました。

「思おもいどおりにできた？」とフローレンス。

　エルフは首くびを横よこにふります。

「よくわからないの。たぶん、そう。」

「ま、いいよ。」

「だけど、どれくらいねむっているんだろう」とフローレンスがききました。

「そうか！　ロープをボートから持もってきて！　巨きょ人じんをしばらなくちゃ。」

　レーブンが言いいました。













　　新あらしい冒ぼう険けんへ！








　巨きょ人じんが目め覚ざめました。体からだは数すう百ひゃっ本ぽんのロープでぐるぐる巻まきにされ、よりかかっていた木にしばりつけられていました。

　それから、何なん十じゅう人にんもの人ひと々びとが巨きょ人じんをとりかこんでいます。巨きょ人じんが森から木をぬいたときにさらってきた人ひと々びとです。

　みんな、ゆかいな顔かおではありません。

「きみ、しゃべれる？」と巨きょ人じんに話はなしかけたのはレーブンです。うでを組くみ、精せいいっぱいこわい顔かおをしようとしましたが、本ほん当とうはひざがふるえていました。

　とつぜん、巨きょ人じんがほえました。

「ぐがああああ。」

　ふたりほど、気き絶ぜつしました。レーブンは気き絶ぜつしませんでしたが、ひざがふるえてガクガクいいました。

「やめろ！」

と言いったものの、巨きょ人じんがロープを引ひっぱりもがいているのを見ると、腰こしが引ひけてきます。

「やめなければ、どうするのだ。おまえらみんな食くってやる。」

　巨きょ人じんが歯はをむきだし、低ひくい声こえでどなりました。

「しゃべった！」

「もちろん、しゃべれるさ」巨きょ人じんは深ふかい声こえでうなりました。

「ふん！」

　レーブンはそれ以い上じょう言いうことが思おもいつかなくて、エルフにかわりました。

「わたしたち、おまえをどうするか話はなしていたのよ。でも、にがしはしないからね。おまえなんか、水でおぼれさせて、首くびをちょんぎって、閉とじこめて、カギかけて、永えい遠えんに出られないように、そのカギを捨すててやるって言いってたのよ。おまえは、わたしたちの森をこわして、人を食たべて、みんなカンカンにおこってるのよ！」

　巨きょ人じんは、またほえただけでした。

「ぐがああああ。」

　また何なん人にんか気き絶ぜつしました。

「おまえら、バリバリ食くってやる。痛いたいぞう。」

　巨きょ人じんはロープを引ひっぱり、力を入れました。一本のロープがプチッと切きれ、片かた手てが自じ由ゆうになりました。その手で近ちかくの人をなぎはらおうとし、みんながパッとにげると、またロープからのがれようと、うでに力を入れました。

「わかった、もういいわ！」

　エルフは弓ゆみを手に取とり、言いいました。

「なにするんだ？」レーブンがききました。

「見てなさいよ。」

　エルフが、巨きょ人じんの鼻はなにねらいをつけると、矢やの形かたちをしたあざが明あかるく光ひかりはじめました。弦つるのように光ひかる線せんが空中にあらわれ、エルフはビーンと音をたてて弓ゆみを放はなちました。

　ロープに力をこめていた巨きょ人じんは、スズメバチの大たい群ぐんに刺さされたようにビクッと大きくふるえました。

「うっ！」と言いうと、急きゅうにようすが変かわりました。もう少すこしもおこっていません。静しずかで、優やさしくて、おとなしくなっています。

「ほら、これでいい子になったわ」とエルフが言いいました。

「うん。ぼくちゃん、いい子。ごめんなちゃい。」

「エルフ、なにをやったの。」

「優やさしさを注ちゅう入にゅうしてやったのよ。」

「うわあ、やったね！　きみ、ついに思おもいどおりに使つかえるようになったね！」

















「うん。どうかな。」

　レーブンは聞きいていませんでした。巨きょ人じんのほうへ歩あゆみより、目を合あわせました。

「おまえは、すごく悪わるい巨きょ人じんです。人を食たべたし、木を引ひっこぬくし。」

「ぼくちゃん、人にん間げんは何なん日にちも食たべてないでしゅ。」巨きょ人じんは言いいました。

「見たよ！　ついさっき、そこにいたとき！」

「あれはアナグマでしゅ。人は食たべないでしゅ。たまにしか食たべないでしゅ。」

「ふうん、そお。でも、木はどうなの。森の半はん分ぶんを破は壊かいしたよね。」

とフローレンス。

　巨きょ人じんはしょぼん。

「木はたおしたけどさ、でもさ、ぼくちゃんのせいじゃないでしゅ。」

「ぼくちゃんのせいじゃない？　おまえがその手で木を根ねこそぎにしたんだろう。」とレーブン。

「だってさ、やったけどさ、でもさ、やれって言いわれたんでしゅ。」

「やれって言いわれたって!?　おまえの言いうことなんか信しんじないぞ。」

　レーブンは頭あたまをかきました。

「だれにやらされたんだ。」

　すると巨きょ人じんの顔かおが恐きょう怖ふにゆがみました。信しんじられないでしょうが、巨きょ人じんがふるえています。

「その名な前まえは言いいたくないでしゅ。」

　ふるえながら、そう言いいました。

「でもそいつが、やれって言いったんでしゅ。ここで森をこわして、人を奴ど隷れいにして、人と丸まる太たを送おくってこいって言いったんでしゅ。」

　いっせいに、みんながしゃべりはじめました。レーブンは巨きょ人じんにそっとききました。

「その名な前まえは？」

　おどおどとあたりを見み回まわし、だれも聞きいてないのを確たしかめるようにしてから、巨きょ人じんは消きえいりそうな声こえで言いいました。

「ゴブリン・キング。」

「ゴブリン・キングって？」とエルフ。

「シッ！」巨きょ人じんはあわてて言いいました。

「大きな声こえで言いったらだめでしゅ。聞きこえたら大たい変へんでしゅ。」

「それで、どんなやつなの？」

「ゴブリン・キングのことを聞きいたことがないなら、絶ぜっ対たい聞きかなければよかったと思おもうでしゅ。」

「意い味みわかんないな」とレーブン。

「だから、ちょっとでも聞きいたら、絶ぜっ対たい聞きかないほうがよかったと思おもうでしゅ。この世よでもっともおそろしい、悪あくの王おう。怪かい物ぶつゴブリン族ぞくの王おうでしゅ。ここから、ずっと遠とおいところを支し配はいしてるけど、ほんとは、ありとあらゆるものの支し配はいをねらって、すべてを破は壊かいしようとしてるです。みんなに悪わるいことするでしゅ。」

「でも、なぜ」とエルフ。

「わかりません。けど、そうなんでしゅ。そんで、この森からやれって言いわれたんでしゅ。木はたきぎにして、人は奴ど隷れいだって。そうやって世せ界かい征せい服ふくをもくろんでるです。」

　人々はざわめき、首くびをふりました。

「やだ、ひどい。」

　しばらくしてエルフが言いいました。レーブンもうなずきました。

「まったくだよ。なんとかしなきゃ。ゴブリン・キングめ、やめさせてやる！」

　みんながざわめきました。だれかが言いいました。

「ムリだ。悪あくの王おうなんてムリムリ！」

　でも、レーブンは言いいかえします。

「さっきまで、ぼくらは、その名な前まえすら聞きいたこともなかったのに！　それに五分ふん前まえには、この巨きょ人じんのことだってやっつけられるとは思おもってなかっただろう。でも、できたじゃないか。それに、だれかがゴブリン・キングを止とめなくちゃならないだろう。巨きょ人じん、取とり引ひきしないか。」

「とりひき？」

「きみを自じ由ゆうにしてあげるから、そのかわり、ゴブリン・キングをたおすのに協きょう力りょくするって約やく束そくするんだ。」

「自じ由ゆうにしてもらえるなら、ずっと遠とおくににげるです。ごめんでしゅ。知しらないからそんなこと言いってるんでしゅ。ほんとに、悪わるい、悪わるい、やつ。ごくあくひどうの、あんぽんたんの、すかぽんたんの、すっとこどっこいの……。」

「わかった！　もういい。そういうやつなんだね。よし、じゃあ、ちがう取とり引ひきだ。自じ由ゆうにしてあげるから、こう約やく束そくしてくれ。人は食たべない、森の木もたおさない、それから木を植うえなおして、みんなの家いえを建たてるのも協きょう力りょくしなくちゃいけないよ。それが終おわってから遠とおくににげてもいい。それでどう？」

　巨きょ人じんはしばらく考かんがえて、うなずきました。

「それでいいでしゅ。」

「レーブン、そんな取とり引ひきして、ほんとに大だい丈じょう夫ぶだと思おもう？」とエルフ。

　巨きょ人じんはそれをきいて言いいました。

「大だい丈じょう夫ぶでしゅ。巨きょ人じんはいつも本ほん当とうのことしか言いいません。大きいし、悪わるいこともするけど、うそはつかない。みんなのうちを建たてなおして、それから遠とおくへ行いきましゅ。二に度どとみんなの森を、こわしたりしましぇん。」

　レーブンは巨きょ人じんをキッと見ました。

「よし、おまえを信しんじよう。そして、ぼくたちは、ゴブリン・キングのところへ行いって、目にもの見せてやるんだ。そうだろう、みんな！」

　上うわ着ぎのすそをひるがえして、レーブンはみんなのほうを向むきました。どっと賛さん成せいの声こえがあがるはずと思おもったのに、そんな声こえはありませんでした。

　みんな、目をふせて足あし元もとを見ています。そっと立ちさるものもいます。

「そうだろう、みんな！」

　レーブンは、もう一いち度ど言いいました。

　みんな、目をそらします。

「そんなこと言いったって、かなり危あぶないよね。それにいそがしいし。やることがたくさんあって。」だれかが言いいました。

「うちもだ。忙いそがしくって、週しゅう末まつなのに」別べつの声こえ。

　ひとり、またひとりと、そっと行いってしまいます。

「だれか、世せ界かいを救すくいに、ぼくといっしょに行いく人はいないの？」

　レーブンは言いいましたが、もうちっともドラマチックではなく、弱よわ々よわしく聞きこえました。

　そのとき、チュウという声こえがして、ラットくんが頭あたまの上に飛とびでました。もう一いち度ど、チュウ。

「ありがとう、ラットくん。」レーブンはほほえみ、エルフを見ました。

「エルフ、きみはどうだい。ぼくたち、いいチームだと思おもうんだけど。」

　エルフは考かんがえこんでいるようでした。パパとママの顔かおを見て、家か族ぞくを見て、もう一いち度ど、レーブンを見ました。

　にっこり。

「もちろん、あなたと行いくよ！」

「だめです！　いけません。危き険けんすぎます。」と両りょう親しんが言いいました。

「でも、だれかがやらないと。それに、パパとママは、おばあちゃんと妹いもうとのシスリーのめんどうを見みなくちゃいけないでしょう。でも、わたしは弓ゆみで世せ界かいを救すくいにいく。レーブンといっしょにね！」

　レーブンは、ほがらかに笑わらいました。

「ぼくらは世せ界かいを救すくいにいくんだ。ぼくらの名な前まえが歴れき史しに残のこるね。レーブンとエルフだからね。よろしく！」

「エルフとレーブンよ」と、エルフ。

「いや、レーブンとエルフだよ。」

「エルフとレーブン。」

「これこれ、世せ界かいを救すくいにいくなら、まず、ふたりが平へい和わにしなきゃ」とフローレンスが言いいました。

　ラットくんがチュウ。みんな、わっと笑わらいました。



















　そうです、そこにいた人たちはひとり残のこらず、みんな笑わらいました。巨きょ人じんも笑わらい、みんなの後うしろのほうで、はなれて立っていた三人組ぐみの男たちも笑わらいました。

　レーブンとエルフは悪あくのゴブリン・キングをさがす旅たびの準じゅん備びをし、お別わかれを言いい、三人組ぐみの男たちはそのようすもじっと見ていました。背せが高たかくてほっそりしたハンサムな青年、優やさしそうなお兄にいさん、かわいい感かんじの男の子。

「兄にいさんたち、ぼくら、ごちそうはにがさないよね。」

　小さい男の子が言いいました。

　ほかのふたりがにやりとしました。
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